


●木花キャンパス　　　　　　　　　　　　　　 　0985-58-7111（番号案内）

名称 所在地 電話番号

事務局 0985(58)2854

教育文化学部 0985(58)2889

　附属教育実践総合センター 0985(58)5287

工学部 0985(58)2871

農学部

〒889-2192　宮崎市学園木花台西１丁目１番地

0985(58)2875

　附属自然共生フィールド科学教育研究センター

　　木花フィールド（農場） 0985(58)7154

　附属動物病院 0985(58)7286

　附属農業博物館 0985(58)2898

附属図書館 0985(58)7147

産学連携センター 0985(58)4017

　機器分析支援部門 0985(58)7144

教育研究・地域連携センター 0985(58)7427

フロンティア科学実験総合センター

　遺伝資源分野　 0985(58)7580

　ＲＩ分野　ＲＩ木花分室 0985(58)2877

国際連携センター 0985(58)7781

安全衛生保健センター 0985(58)3423

情報戦略室・情報支援センター 0985(58)2867

  

●清武キャンパス 　　　　　　　　　　　　　　 　0985-85-1510（代表） 

名称 所在地 電話番号

医学部 0985(85)1510

　附属病院 0985(85)1510

附属図書館医学分館

〒889-1692　宮崎郡清武町大字木原5200番地

0985(85)9198

フロンティア科学実験総合センター

　生理活性物質探索分野 0985(85)9427

　生体機能制御分野 0985(85)3127

　生命環境科学分野 0985(85)0871

　生物資源分野　 0985(85)2971

　分子形態・機能解析分野 0985(85)1784

　ＲＩ分野　ＲＩ清武分室 0985(85)1514

安全衛生保健センター分室 0985(85)2392

清武Athenaサポート室（清武） 0985(85)1252

●教育文化学部  

名称 所在地 電話番号

附属幼稚園 〒880-0031　宮崎市船塚１丁目１番地 0985(24)6707

附属小学校 〒880-0026　宮崎市花殿町7番49号 0985(24)6706

附属中学校 〒880-0026　宮崎市花殿町7番67号 0985(25)1122

●農学部  

名称 所在地 電話番号

附属自然共生フィールド科学教育研究センター

　住吉フィールド（牧場） 〒880-0121　宮崎市大字島之内10100－１ 0985(39)1034

　田野フィールド（演習林）（田野地区） 〒889-1702　宮崎市田野町乙11300 0985(86)0036

　　（大納地区） 〒888-0221　串間市大字大納字平原1885
連絡先0987(76)2107

松下広幸方

　　（崎田地区） 〒888-0009　串間市大字崎田字名切4270

　延岡フィールド（水産実験所） 〒889-0517　延岡市赤水町376－ 6 0982(37)0327

●その他

名称 所在地 電話番号

サテライト・オフィス 〒880-0805　宮崎市橘通東4－ －18 カリーノ宮崎8階 090(9074)6487

医学部附属病院歯科口腔外科橘通りクリニック 〒880-8586　宮崎市橘通西3-10-32ボンベルタ橘東館8階 0985(65)6480

くすの木保育園 〒889-1601　宮崎郡清武町大字木原5600番地 0985(84)2211

施設所在地
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宮崎大学長

住 吉 昭 信

　平成15年10月旧宮崎大学と旧宮崎医科大

学は人的・知的・物的資源を結集し、機能を

補い合って、教育・研究の質的向上と活性化

を図るために統合し、平成16年4月には法人

化され、国立大学法人宮崎大学になりました。

そして「世界を視野に、地域から始めよう」

のスローガンのもと、21世紀を展望しつつ知

の継承、創造の殿堂として、活気と魅力に溢

れた学風と個性輝くキャンパスを築き、地域

との連携を密にして、宮崎の文化と風格を高

め、併せて地域の産業・経済界の発展に寄与すると共に、世界に羽ばたくことを目指し

ています。

　大学の基本的機能は、教育・研究を通して社会に貢献できる有能な人材の育成と知

の創造で、それらを通して地域社会、ひいては世界に貢献することであります。

　宮崎大学では、学生が卒業する時、真に応用力があり、社会で役に立つ知識・技術、

すなわち「学士力」が身に付くよう、より良い教育の実施を目指して不断に努力し、教

育改革にも取り組んでいます。

　宮崎県の産業・経済の発展・活性化には、基本産業である農林水産業、畜産業は元

より工業の振興を図る必要があります。「食の安心・安全」の確保、機能性食品の開発、

環境に配慮した農業畜産廃棄物などのリサイクル、など幾多の問題に正面から取り組

んでいます。宮崎県に必要な人材を育成、輩出するために平成19年4月には、「宮崎大

学大学院農学工学総合研究科（博士後期課程）」を創設しましたし、平成20年4月には、

学校現場で通用する即戦力をも備えたスクールリーダーを養成するための教職大学院

を開設しました。今、獣医学科の改革・存続に取り組んでいます。

　宮崎大学医学部附属病院は、宮崎県唯一の特定機能病院として、宮崎県民の医療、

福祉に貢献するために努力しております。平成18年から老朽化した病院の再整備に取

り組んでおり、目下外来診療棟を建設中であります。この一連の再整備が完了しますと

宮崎県の最先端医療を担うに相応しい病院に生まれ変わります。宮崎県の医師不足を

解消するために、医学科学生の地域推薦枠の増員や地域医療連携室を設けるなどして

対応しております。

　このように宮崎大学は現状に満足することなく、不断に大学の改革を続けながら教

育研究を活性化し、医師養成機能と病院機能を充実し、地域社会や時代の要請に応え

る大学を目指しています。

男子寄宿舎 0985(58)5005

清武Athenaサポート室（木花） 0985(58)7508

女子寄宿舎 0985(58)4701

国際交流宿舎 0985(58)5000

宮
崎
大
学
の
現
状
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大学の理念・目的（基本的な目標）
　人類の英知の結晶としての学術・文化・技術に関する知的遺産の継承と発展、深奥な学理の探

究を目指す。また、変動する時代及び社会の多様な要請に応え得る人材の育成を使命とする。

更に、地域社会の学術・文化の発展と住民の福利に貢献する。特に、人類の福祉と繁栄に資する

学際的な生命科学を創造するとともに、生命を育んできた地球環境の保全のための科学を志向

する。

シンボルマークについて

大学のスローガン

世界を視野に　地域から始めよう

　宮崎大学の頭文字「宮」をモチーフとして図案化し、さらにそれを

擬人化したシンボルマークです。白い丸は、だんだん拡大される宮

崎大学のイメージをあらわし、緑色の中の二つの丸は、統合した宮

崎大学と宮崎医科大学を象徴するものとしてデザインしました。

　さらに、図形は、躍動する若人の姿と全体の円を地球としてとらえ

たグローバルにはばたく姿も表現しています。

　また、緑（グリーン）と青（ブルー）の２色は、自然豊かな宮崎の木々

の緑と澄んだ空と海の青をイメージし、宮崎という地域にある本学

のスクールカラーにふさわしい色として採用しました。

宮崎大学の歌
作詞：熊瀬川　逸子　補作：菅　邦男　作曲：斉藤　武

三　山脈の美しい姿　飫肥杉の

　　天空さして在るごとく　理想を高く意志強く

　　時を翔け自由を旅する　鳥のように

　　世界に広く羽ばたける　夢と希望の道標

　　宮崎大学

やまなみ

てんくう

おびすぎ

二　日向灘　浜木綿の顔色　暖かく

　　煌めく白い波のごと　心優しく清らかに

　　木花の風土が育む命愛し

　　真理を求め　学びゆく　夢と希望の道標

　　宮崎大学

ひゅうがなだ

きら

このはな はぐく

は　ま

一　空高く　神々の里　ここ日向

　　青島望むこの台地　緑茂れる　学舎で

　　先人の輝く轍　踏みしめて

　　未来に架ける若人の　夢と希望の道標

　　宮崎大学

ひむか

まなびや

わだち

みちしるべ

■年間スケジュール

入学式

オリエンテーション

前学期授業開始

新入生歓迎祭

前学期定期試験

夏季休業

進学説明会

後学期授業開始

4月

7月

8月

10月

沿革

宮崎県尋常師範学校
明治17年11月17日設立

宮崎県師範学校
明治31年4月1日改称

宮崎師範学校（官立）
昭和18年4月1日統合改称

宮崎県女子師範学校
大正15年4月1日分離独立

宮崎県実業補習学校教員養成所
大正11年3月10日設立

宮崎県青年学校教員養成所
昭和10年4月1日改称

宮崎県青年師範学校（官立）
昭和19年4月1日改称

宮崎県高等工業学校
昭和19年2月26日設立

宮崎県工業専門学校
昭和19年8月29日改称

宮崎農林専門学校
昭和19年4月1日改称

宮崎高等農林学校
大正13年9月25日設立

工学部 農学部教育文化学部

宮崎大学
平成15年10月1日統合

国立大学法人宮崎大学
（平成16年4月1日設置）

宮崎大学
昭和24年5月31日設置

教
育
文
化
学
部

学
校
教
育
課
程

人
間
社
会
課
程

附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー

附
属
幼
稚
園

附
属
小
学
校

附
属
中
学
校

医
学
部

医
学
科

看
護
学
科

附
属
病
院

工
学
部

材
料
物
理
工
学
科

物
質
環
境
化
学
科

電
気
電
子
工
学
科

土
木
環
境
工
学
科

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

農
学
部

食
料
生
産
科
学
科

生
物
環
境
科
学
科

地
域
農
業
シ
ス
テ
ム
学
科

応
用
生
物
科
学
科

獣
医
学
科

附
属
自
然
共
生
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

附
属
動
物
病
院

附
属
農
業
博
物
館

大
学
院

教
育
学
研
究
科（
修
士
・
専
門
職
学
位
）

医
学
系
研
究
科（
修
士
・
博
士
）

工
学
研
究
科（
修
士
）

農
学
研
究
科（
修
士
）

農
学
工
学
総
合
研
究
科（
博
士
後
期
）

別
科

附
属
図
書
館

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設

産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

教
育
研
究
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
学
実
験
総
合
セ
ン
タ
ー

国
際
連
携
セ
ン
タ
ー

安
全
衛
生
保
健
セ
ン
タ
ー

情
報
化
推
進
組
織

情
報
戦
略
室

情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

※変更となる場合もあります。

大学祭

冬季休業

後学期定期試験

卒業式・修了式

春季休業

11月

12月

2月

3月

国立医科大学（宮崎県）創設準備室
昭和48年10月1日設置

宮崎医科大学
昭和49年6月7日設置
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国立医科大学（宮崎県）創設準備室
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宮崎医科大学
昭和49年6月7日設置
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宮崎大学の教育の特色 宮崎大学の教育戦略

■宮崎大学の教育目標

●高い倫理性と責任感を育むとともに、幅広く深い教

養と総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する。

●生命や環境保全の科学に親しむとともに、広く自

然や社会に触れ、現場から学ぶ態度を育成する。

●社会の多様な要請に対応して、社会の発展に積極

的に貢献できる課題解決能力を育成する。

●日本語による論理的な思考・記述や発表の能力を

育成するとともに、外国語によるコミュニケーション

能力を育成する。

●それぞれの専門分野に関する基礎的知識を修得し、

それらを応用できる能力を育成するとともに、専門

分野への深い興味を育み、課題探求および解決能力、

自発的に学習する能力を育成する。

●大学院においては、高度の専門知識、研究能力及び

教育能力を備えた人材を養成する。

人間性・社会性・国際性の教育
教養教育の体制の確立
教養教育の教育内容の点検
学生の社会性育成教育の実施

専門性の教育
教育内容・体制の整備
地域を意識した特色ある教育の実施

教育方法の改善
単位の実質化と組織的FD活動の推進

教育方法の検証
根拠資料に基づく評価と教育情報の公開

入学者選抜・選抜方法の改善
学部および大学院入学志願者増加

学生支援・学生支援体制の整備
学習環境の整備
学習状況を分析し、到達度に応じた指導
就職支援体制の強化、社会性育成教育の推進

●教養教育と専門教育により編成

●宮崎大学の教育が目指す教育目標に応じた教育課程を編成し質の向上を図る。

●専門教育においては教養教育と連携を保ち、学部等の専攻に係る専門の学芸を修得し、専門的職業人とし

ての基本的技能・態度を育成する。

●教育目標に応じた教育課程を編成し、高度専門職業人等を育成するため、高度な専門教育を行う。

1.人間性の教育

2.社会性・国際性の
  教育

3.専門性の教育

教育体系の基本的考え方

大学院課程

学士課程

（注）「人間性」、「社会性・国際性」の教育は、教養教育に限らず教育課程全般に適用されるものである。

※1：大学における学生教育の質の向上を目指す特色ある優れた取組をサポートする文部科学省のプログラム。　　　　　　　  ※FSRC…フロンティア科学実験総合センター
※2：日本技術者教育認定機構。これに認定された教育プログラムは、教育活動の品質が国際的レベルにあることや、技術者として活動するために必要な最低限度の知識や能力
　　の養成に成功していると評価されたことになる。

国公私立大学を通じた大学教育改革の支援

国際的に活躍できる専門職業人育成を目指した
学士課程一貫英語学習プログラム

複視眼的視野を持つ国際的医療人の育成

ＪＡＢＥＥ（ジャビー）

工学部　土木環境工学科

工学部　物質環境化学科

工学部　電気電子工学科

農学部　応用生物科学科

工学部　機械システム工学科

工学部　情報システム工学科

特別教育研究経費

人獣共通感染症教育モデルカリキュラムの開発

遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発

※1

質の高い大学教育推進プログラム

※2

土木及び土木関連分野

化学および化学関連分野（応用化学コース）

電気・電子・情報通信およびその関連分野

農学一般関連分野

機械および機械関連分野

情報および情報関連分野

教育改革

教育改革

教育改革（教育の質の向上に向けた改革の推進）

農、FSRC

農、医

全学

医

工

工

工

工

工

農

2008-2010

2008-2010

2004-

2005-

2005-

2005-

2006-

2006-

2005-2009

2006-2009

研究課題名等 研究種目等

（平成21年度現在）

期　　間 学部等

宮崎大学の教育プロジェクト

目標を実現するための戦略
（教育の質の向上を図る）
－学生が伸びる大学教育－

　 　宮崎大学では、生命科学や環境保全の科

学に親しむとともに、宮崎の恵まれた自然、

或いは地域社会からも色々なことを学ぶと

いう事を目標理念として教育を行うとともに、

その教育方法にも特色を持たせ、常に改

善を図っています。

　大学の全学生が関わる共通教育の中に

は、学生の皆さんの人生設計に関するキャ

リアデザインを学ぶ科目、或いは地域宮崎

を学ぶ科目などを充実させ、多様な社会の

中で、自らの道を考えていけるような教育

を行っています。その中には、学生グルー

プに対して、「とっても元気！宮大チャレンジ・

プログラム」と銘打って、学生自らが大学

及び地域を活性化するプロジェクトを企画、

運営、管理する事業も進めています。これ

には毎年多くの学生の皆さんが参加し、地

域の方との連携も含め、仲間と共に活動し

ています。更に、2008年度からは、自らの

専門分野を英語できちんと説明し、議論で

きる国際的な専門職業人育成を目指すた

めの英語改革プログラムに取り組んでい

ます。

　各学部、或いは大学院研究科で行う専

門教育では、高度専門職業人や研究者の

養成を目指し、それぞれの学部などの特徴

を出せる科目を多く取り上げ、宮崎大学な

らではの教育を実施しています。特に、大

学院では、地域の特徴を活かし地域から

求められている人材育成を図るために

2007年4月には全国で初めて農学工学総

合研究科博士後期課程を設置し、活発な

教育研究活動を行っています。更に、2008

年4月からは、全国に先んじて教職大学院

を教育学研究科に設置し、地域の教員養

成に努めることとしています。また医学系研

究科では組織再編を行い、臨床医教育を

重視した人材養成に重点を移しています。

　この様な教育環境の中で、宮崎大学は

他にも表に示すような特徴ある教育プロジ

ェクトを実施しています。例えば、特色ある

大学院教育や、医療人養成推進プログラ

ムは、国から大きなプロジェクトとして任され、

発展させています。更に、技術者教育に関

しては、国際的にもその教育効果が保証さ

れるJABEEという認証を受けている学科も

多くあり、国の施策である実践型専門技術

者養成プログラムとも連携を図っています。

また、人獣共通感染症や植物遺伝に関わ

る分野については生命科学の観点から教

育を行い、更に、環境負荷低減のための技

術開発者の養成も学部間の協力の下、教育

体制としても組み込まれています。

　宮崎大学の教職員は常に、教育理念に

沿った教育をどの様に行うのか、問題点を

どの様に改善していくかという意識を持っ

て教育活動にあたっていると同時に、学生

の皆さんの意見も積極的に取り入れるよう

にしています。この様な一連の教育改革は、

2007年度には大学評価学位授与機構の

認証評価を受け、宮崎大学は大学評価基

準に沿った適切な教育機関であることが

認定されています。常に前向きの姿勢を持

ち続ける事が、これからの宮崎大学の教育

を一層良くするための責務と考え、教職員、

学生の皆さんが一緒になって新しい宮崎

大学を作って行こうとしています。
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宮崎大学の教育の特色 宮崎大学の教育戦略
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教育方法の検証
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学習環境の整備
学習状況を分析し、到達度に応じた指導
就職支援体制の強化、社会性育成教育の推進

●教養教育と専門教育により編成

●宮崎大学の教育が目指す教育目標に応じた教育課程を編成し質の向上を図る。

●専門教育においては教養教育と連携を保ち、学部等の専攻に係る専門の学芸を修得し、専門的職業人とし

ての基本的技能・態度を育成する。

●教育目標に応じた教育課程を編成し、高度専門職業人等を育成するため、高度な専門教育を行う。
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3.専門性の教育

教育体系の基本的考え方

大学院課程

学士課程

（注）「人間性」、「社会性・国際性」の教育は、教養教育に限らず教育課程全般に適用されるものである。

※1：大学における学生教育の質の向上を目指す特色ある優れた取組をサポートする文部科学省のプログラム。　　　　　　　  ※FSRC…フロンティア科学実験総合センター
※2：日本技術者教育認定機構。これに認定された教育プログラムは、教育活動の品質が国際的レベルにあることや、技術者として活動するために必要な最低限度の知識や能力
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ＪＡＢＥＥ（ジャビー）

工学部　土木環境工学科

工学部　物質環境化学科

工学部　電気電子工学科

農学部　応用生物科学科

工学部　機械システム工学科

工学部　情報システム工学科

特別教育研究経費

人獣共通感染症教育モデルカリキュラムの開発

遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発

※1

質の高い大学教育推進プログラム

※2

土木及び土木関連分野

化学および化学関連分野（応用化学コース）

電気・電子・情報通信およびその関連分野

農学一般関連分野

機械および機械関連分野

情報および情報関連分野

教育改革

教育改革

教育改革（教育の質の向上に向けた改革の推進）

農、FSRC

農、医

全学

医

工

工

工

工

工

農
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2008-2010

2004-

2005-

2005-

2005-

2006-

2006-

2005-2009

2006-2009
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期　　間 学部等

宮崎大学の教育プロジェクト

目標を実現するための戦略
（教育の質の向上を図る）
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学生の皆さんが一緒になって新しい宮崎

大学を作って行こうとしています。
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宮崎大学の研究の特色 宮崎大学の研究戦略

宮崎大学の大型研究プロジェクト

研究課題名等 研究種目 研究期間 学部等

（平成21年度現在　予算総額が2,000万円以上のもの）　 ※緑字は地域連携

・健やかな心と体を育成する社会
・安心・安全な生活をサポートする社会
・環境保全を優先し、かつ地域エネルギー利用の進んだ社会

・
国
際
的
研
究
拠
点
形
成

・
国
内
外
研
究
機
関
と
の
連
携

・
国
際
お
よ
び
地
域
へ
の
貢
献

世
界
に
向
け
た

研
究
成
果
の
発
信

Ⅰ生体制御・防御機構と環境
－生理活性物質と機能性食品の探索－

Ⅱバイオマス資源の生産・有効利用
　による環境改善・修復に関する研
　究と技術開発

Ⅲ再生可能エネルギー変換・貯蔵技
　術および低環境負荷型生活様式
　に関する研究

【生命科学分野】
●新規生理活性物質探索と生体制御・防御機構解明
　（医・農・FSRC）
●食機能による疾患予防基盤技術創出（医・農・工）
●ゲノム・ポストゲノム解析による疾病対策研究（医・FSRC・農）
●人獣共通感染症に関する研究（農・FSRC・医）
●スポーツメディカルサポートシステムの構築（医、工、教）

【環境・エネルギー分野】
●農林畜産廃棄物利用地域資源循環システム（農・工）
●海洋性バイオマス活用技術（工・農）
●アジア地域における砒素汚染対策に関する研究
　（工・医・農・教）
●高機能ナノチューブ材料・多層超薄膜半導体の創製と
　エネルギー交換技術への応用（工）
●極短波長光源の計測および環境調和型プロセスへの応用（工）

●長寿科学と生命科学倫理
（医・FSRC・農・教）
●機能性食品開発（農・医・工）
●動植物バイオリソース研究
（医・農・FSRC）

●低環境負荷・資源循環型生物生産技術
　（農・工・教）
●環境負荷物質の分解技術（農・工）

●環境共生・持続発展型地域社会を実現
　する低環境負荷型生活環境の整備
　（工・農・教）
●光エネルギー制御・変換技術を利用した
　再生可能エネルギーシステムの構築（工）

宮崎の自然を活用したエネルギー生
産と省エネ・安全な生活環境の実現

安全・安心な食料生産とバイオマスを
活用した環境保全技術の実現

疾患の新しい予防・診断・治療技術の
創出

重点研究
領域

新規計画
プロジェクト

予想
研究成果

継続中の
プロジェクト

宮崎大学が研究を通じて実現を目指す社会 実
現
の
た
め
に

　宮崎大学は「世界を視野に、地域か

ら始めよう」のスローガンを掲げ、学

際的な生命科学の創造と地球環境の保

全のための科学を志向することを基本

理念としています。平成18年度に宮崎

大学の研究戦略を定め、基礎・基盤的

研究、萌芽的研究の継続的な推進を図

りつつ、生命科学・環境科学・エネル

ギー科学を重点領域とした国際的に通

用する特色ある研究を推進し、かつ、

地域に密着した産学官連携による幅広

い研究に取り組んでいます。

　そのために、女性研究者並びに若手

研究者の支援にも積極的に取り組んで

います。

　科学技術振興調整費「女性研究者支

援モデル育成」プログラムに「逆風を

順風に、宮崎大学女性研究者支援モデ

ル」（平成20～22年度）が採択されて

います。清武・木花両キャンパスに清

花Athenaサポート室が設置され、女性

研究者がその能力を十分発揮できるよ

うに、環境整備、職員の意識改革、研

究と出産・育児・介護等との両立を目

指す取り組みを支援するものです。

　また、科学技術振興調整費「若手研

究者の自立的研究環境整備促進」プロ

グラムにも「宮崎大学型若手研究リー

ダー育成モデル」が採択され（平成21

～25年度）、異分野融合型研究を推進す

る中核となる若手人材養成を目指した

国際公募によるテニュア・トラック制

度が始まります。

　21世紀COEプログラム「生理活性ペ

プチドと生体システムの制御」（平成14

～18年度）では事後評価結果において

「設定された目的は概ね達成され、期待

どおりの成果があった」との評価を受

けました。これまでにナトリウム利尿

ペプチド、アドレノメジュリン、グレ

リンをはじめ約50種類の生理活性ペプ

チドの発見とその機能解析において世

界をリードする実績を上げています。

科学研究費基盤研究（S）を始め、その

他様々な大型研究費の採択へと繋がり、

ますますの発展が期待できます。また、

平成15～20年度宮崎県地域結集型共同

研究事業として、「食の機能を中心とし

たがん予防基盤技術創出」が宮崎県と

医学部・農学部・工学部の連携事業と

して実施されました。ブルーベリー葉

にC型肝炎ウイルスの増殖抑制効果や脂

肪肝予防効果などを見いだすなど、数々

の成果が生まれています。

　本学では医・獣医が連携協力して人

獣共通感染症の研究に取り組んでおり、

特にO-157などの腸管出血性大腸菌や、

そのほか種々の病原体のゲノム解析研

究が学際的に推進されています。特別

教育研究経費「人獣共通感染症教育モ

デルカリキュラムの開発」（平成17～

21年度）が農学部獣医学科と医学部と

の連携協力で継続されています。基礎・

基盤研究の特筆すべきものとして、ナ

ショナルバイオリソースプロジェクト：

ミヤコグサ・ダイズリソース拠点事業

（平成15～23年度）があります。ライ

フサイエンス研究の基盤となるバイオ

リソースの収集・保存・提供や、保存

技術の開発など時代の要請に応じた基

盤整備を行っています。

　一方、本学は農林水産畜産業が基幹

産業であり、日本の食糧基地と言われ

る南九州地域に立脚していることから、

産学官連携事業も積極的に推進してい

ます。

　産学官連携戦略展開プログラム（平

成20～22年度）に採択され、知財の計

画的な創出・管理・活用を推進してい

ます。地域結集型共同研究事業を始め、

都市エリア研究開発事業、地域資源活

用型事業など異分野融合連携研究を数

多く展開しています。中でも、バイオ

マス資源の効率的生産に関する研究と

技術開発は宮崎県との連携融合事業と

して特別研究教育経費による「農林畜

産廃棄物利用による地域資源循環シス

テムの構築」プロジェクト（平成18～

22年度）が進行中です。さらに、温暖

地域特有の豊かなバイオマス資源から

新たな化石燃料代替エネルギーの創成

とその貯蔵技術の開発研究「無機・生

体触媒反応によるセルロース性資源等

のバイオ燃料およびバイオ有価物への

変換プロセスの開発」（平成21～25年

度）にも取り組んでいます。豊富な日

照時間と独創的な科学技術を活用した

太陽光発電の研究開発も期待され、キ

チン・キトサンなど海洋性バイオマス

を利用した希少貴金属の分別回収技術

なども特筆すべきものです。

　社会貢献的研究として、特別教育研

究経費による「宮崎県独自の周産期医

療ネットワークを用いた新たな研究体

制による発達期脳障害の病態解明」が

進められています（平成21～25年度）。

これらの成果は我が国で最も低い周産

期死亡率の達成・維持に貢献し、モデ

ルシステムとして全国的にも注目され

ています。また、宮崎県がプロスポー

ツキャンプのメッカである地域特性を

活かし、特別教育研究経費による「ス

ポーツ外傷・障害の病態解明－スポー

ツメディカルサポートシステムの構築

－」（平成19～23年度）を宮崎県と連

携して推進しています。

　国際連携研究としては、JICA草の根

協力事業によるアジア地域での地下水

砒素汚染対策研究や、環境に配慮した

魚介類養殖技術の研究が特筆すべきも

のです。平成20年5月には宮崎大学初の

寄附研究部門としてアジア地下水砒素

汚染対策研究部門が産学連携センター

に設置されています。いずれも国内外

から高い評価を受けており、ますます

の発展が期待されます。

2005-2009 医、農、FSRC
2007-2011 農
2008-2012 農、FSRC

2005-2009 FSRC，医
2005-2009 農、医

2009-2013 医
2007-2011 医
2008-2011 医
2007-2009 医
2009-2011 農

ナショナルバイオリソースプロジェクト（ミヤコグサ・ダイズ遺伝資源の収集・保存・提供）
遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発
最先端クルマエビ養殖技術の構築－安全・安心・健康なエビを作る－

バイオマス／資源再利用

ゴーヤ種子由来坑Ｈレクチンを用いた血液検査試薬の開発と新規医薬品への応用
農林畜産廃棄物利用による地域資源循環システムの構築
鶏ふん焼却灰からのリン回収・有用物活用の技術開発

バイオマスエネルギー高効率転換技術開発

宮崎県産シイラを用いた「焼酎もろみ漬け」の研究開発
宮崎県産オビスギ材の乾燥凝縮液を有効活用した製品の開発
宮崎県産スイートピーの未利用分を原料とした機能性製品の開発
鹿児島の焼酎粕と乳成分を用いた新規濃度ビフィズス菌飲料の開発

ナノテク／光科学・材料科学

真空紫外光で拓く環境調和型プロセスの創成
ナノ制御した置換型金属酸化物触媒表面における選択酸化反応評価
高機能ナノチューブ材料の創製とエネルギー交換技術への応用
白金ナノグルーブをベースにした炭素系触媒の開発
極端紫外光を用いた光脱離質量分析装置の開発

マリンバイオマスを活用した貴金属のゼロエミッション分離回収システムの構築
インドUP州における地下水砒素汚染の総合的対策

文科省科学技術振興費
特別教育研究経費（教育改革）

AFFRAC 生物系産業創出のための異分野融合研究支援事業

JST 重点地域研究開発推進事業
特別教育研究経費（連携融合事業）
農林水産省「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO)バイオマスエネルギー先導技術研究開発

地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業

特別教育研究経費（研究推進）
JST 戦略的創造研究推進事業
JST 戦略的創造研究推進事業
JST 産学共同シーズイノベーション化事業
経済産業省提案公募型実用化技術開発事業

JSPS 二国間交流事業（オーストラリアとの共同研究）
JICA 草の根技術協力事業

若手研究者支援
宮崎大学型若手研究リーダー育成モデル 文部科学省科学技術振興調整費（若手研究者の自立的研究環境整備促進）

文部科学省科学技術振興調整費（女性研究者支援モデル育成事業）

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
日本学術振興会基盤研究（Ｓ）
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構イノベーシ
ョン創出基礎的研究推進事業

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
文部科学省特別教育研究経費（連携融合）
厚生労働省科学研究費補助金
JST 地域イノベーション創出総合支援事業(育成研究）
JST 地域イノベーション創出総合支援事業(育成研究）

文部科学省特定領域研究
文部科学省特別教育研究経費（教育改革）

女性研究者支援

生体活性物質の構造・機能解析のための学部横断的研究の推進
新規ペプチドを用いた畜産・獣医領域におけるトランスレーショナルリサーチ
動物の摂食・代謝・運動に関わる恒常性調節機構と調節物質

逆風を順風に　宮崎大学女性研究者支援モデル

生理活性物質の探索

臨床開発研究

人獣共通感染症

生物遺伝資源

宮崎県独自の周産期医療ネットワークを用いた新たな研究体制による発達期脳障害の病態解明
スポーツ外傷、傷害の病態解明 －スポーツメディカルサポートシステムの構築－
慢性呼吸不全に対するグレリンの臨床応用研究
注射に代わる経鼻投与デバイスを用いた糖尿病と肥満に対するペプチド医薬品の開発
尿中ナノベジクルを利用した新規非侵襲的腎臓病迅速診断法の開発研究

腸管出血性大腸菌を中心とした腸管感染菌の病原性ゲノム基盤の解明と臨床応用
人獣共通感染症教育モデルカリキュラムの開発

2007-2011 農
2006-2009 農、FSRC
2006-2010 農、工

文科科学省科学技術振興費
文部科学省特別教育研究経費（教育改革）
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系産
業技術研究支援センター　 生物系産業創出のための異
分野融合研究支援事業

ナショナルバイオリソースプロジェクト（ミヤコグサ・ダイズ遺伝資源の収集・保存・提供）
遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発
最先端クルマエビ養殖技術の構築－安全・安心・健康なエビを作る－

2007-2009 工、医
2006-2009 工
2008-2009 農

JICA 草の根技術協力事業 アジア地下水砒素汚染対策寄付研究部門
日本学術振興会二国間交流事業
日本学術振興会二国間交流事業

インドUP州における地下水砒素汚染の総合的対策
マリンバイオマスを活用した貴金属のゼロエミション分離回収システムの構築
マンゴー新規有望系統育成のための遺伝資源群の活用

バイオマス／資源再利用

国際連携

2009-2013 農、工
2006-2010 農、工
2008-2010 医、農、工
2007-2009 工
2009-2011 農
2009-2011 工
2008-2011 工

無機・生体触媒反応によるセルロース性資源等のバイオ燃料およびバイオ有価物への変換プロセスの開発
農林畜産廃棄物利用による地域資源循環システムの構築
健康・安全な長寿社会を支援する水産資源活用技術の創出
鶏ふん焼却灰からのリン回収・有用物活用の技術開発
西南暖地の果菜類における農業に有用な生物多様性の管理技術の確立
バイオマス廃棄物を利用した希少元素含有スクラップからのレアメタルの回収および適正処理技術の開発
ポストシリコン超高効率太陽電池の研究開発

2009-2013 全部局

2008-2010 全部局

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
文部科学省特別教育研究経費（連携融合事業）
文部科学省地域科学技術振興事業
農林水産省「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」
農林水産省「平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」
環境省「平成２１年度循環社会形成推進科学研究費補助金」
NEDO 新エネルギー技術開発

※FSRC・・・フロンティア科学実験総合センター

2009-2011 農農林水産省「平成21年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」家庭用果樹苗生産にも対応したカキわい性台木挿し木苗育成技術の開発
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研究課題名等 研究種目 研究期間 学部等

（平成21年度現在　予算総額が2,000万円以上のもの）　 ※緑字は地域連携

・健やかな心と体を育成する社会
・安心・安全な生活をサポートする社会
・環境保全を優先し、かつ地域エネルギー利用の進んだ社会

・
国
際
的
研
究
拠
点
形
成

・
国
内
外
研
究
機
関
と
の
連
携

・
国
際
お
よ
び
地
域
へ
の
貢
献

世
界
に
向
け
た

研
究
成
果
の
発
信

Ⅰ生体制御・防御機構と環境
－生理活性物質と機能性食品の探索－

Ⅱバイオマス資源の生産・有効利用
　による環境改善・修復に関する研
　究と技術開発

Ⅲ再生可能エネルギー変換・貯蔵技
　術および低環境負荷型生活様式
　に関する研究

【生命科学分野】
●新規生理活性物質探索と生体制御・防御機構解明
　（医・農・FSRC）
●食機能による疾患予防基盤技術創出（医・農・工）
●ゲノム・ポストゲノム解析による疾病対策研究（医・FSRC・農）
●人獣共通感染症に関する研究（農・FSRC・医）
●スポーツメディカルサポートシステムの構築（医、工、教）

【環境・エネルギー分野】
●農林畜産廃棄物利用地域資源循環システム（農・工）
●海洋性バイオマス活用技術（工・農）
●アジア地域における砒素汚染対策に関する研究
　（工・医・農・教）
●高機能ナノチューブ材料・多層超薄膜半導体の創製と
　エネルギー交換技術への応用（工）
●極短波長光源の計測および環境調和型プロセスへの応用（工）

●長寿科学と生命科学倫理
（医・FSRC・農・教）
●機能性食品開発（農・医・工）
●動植物バイオリソース研究
（医・農・FSRC）

●低環境負荷・資源循環型生物生産技術
　（農・工・教）
●環境負荷物質の分解技術（農・工）

●環境共生・持続発展型地域社会を実現
　する低環境負荷型生活環境の整備
　（工・農・教）
●光エネルギー制御・変換技術を利用した
　再生可能エネルギーシステムの構築（工）

宮崎の自然を活用したエネルギー生
産と省エネ・安全な生活環境の実現

安全・安心な食料生産とバイオマスを
活用した環境保全技術の実現

疾患の新しい予防・診断・治療技術の
創出

重点研究
領域

新規計画
プロジェクト

予想
研究成果

継続中の
プロジェクト

宮崎大学が研究を通じて実現を目指す社会 実
現
の
た
め
に

　宮崎大学は「世界を視野に、地域か

ら始めよう」のスローガンを掲げ、学

際的な生命科学の創造と地球環境の保

全のための科学を志向することを基本

理念としています。平成18年度に宮崎

大学の研究戦略を定め、基礎・基盤的

研究、萌芽的研究の継続的な推進を図

りつつ、生命科学・環境科学・エネル

ギー科学を重点領域とした国際的に通

用する特色ある研究を推進し、かつ、

地域に密着した産学官連携による幅広

い研究に取り組んでいます。

　そのために、女性研究者並びに若手

研究者の支援にも積極的に取り組んで

います。

　科学技術振興調整費「女性研究者支

援モデル育成」プログラムに「逆風を

順風に、宮崎大学女性研究者支援モデ

ル」（平成20～22年度）が採択されて

います。清武・木花両キャンパスに清

花Athenaサポート室が設置され、女性

研究者がその能力を十分発揮できるよ

うに、環境整備、職員の意識改革、研

究と出産・育児・介護等との両立を目

指す取り組みを支援するものです。

　また、科学技術振興調整費「若手研

究者の自立的研究環境整備促進」プロ

グラムにも「宮崎大学型若手研究リー

ダー育成モデル」が採択され（平成21

～25年度）、異分野融合型研究を推進す

る中核となる若手人材養成を目指した

国際公募によるテニュア・トラック制

度が始まります。

　21世紀COEプログラム「生理活性ペ

プチドと生体システムの制御」（平成14

～18年度）では事後評価結果において

「設定された目的は概ね達成され、期待

どおりの成果があった」との評価を受

けました。これまでにナトリウム利尿

ペプチド、アドレノメジュリン、グレ

リンをはじめ約50種類の生理活性ペプ

チドの発見とその機能解析において世

界をリードする実績を上げています。

科学研究費基盤研究（S）を始め、その

他様々な大型研究費の採択へと繋がり、

ますますの発展が期待できます。また、

平成15～20年度宮崎県地域結集型共同

研究事業として、「食の機能を中心とし

たがん予防基盤技術創出」が宮崎県と

医学部・農学部・工学部の連携事業と

して実施されました。ブルーベリー葉

にC型肝炎ウイルスの増殖抑制効果や脂

肪肝予防効果などを見いだすなど、数々

の成果が生まれています。

　本学では医・獣医が連携協力して人

獣共通感染症の研究に取り組んでおり、

特にO-157などの腸管出血性大腸菌や、

そのほか種々の病原体のゲノム解析研

究が学際的に推進されています。特別

教育研究経費「人獣共通感染症教育モ

デルカリキュラムの開発」（平成17～

21年度）が農学部獣医学科と医学部と

の連携協力で継続されています。基礎・

基盤研究の特筆すべきものとして、ナ

ショナルバイオリソースプロジェクト：

ミヤコグサ・ダイズリソース拠点事業

（平成15～23年度）があります。ライ

フサイエンス研究の基盤となるバイオ

リソースの収集・保存・提供や、保存

技術の開発など時代の要請に応じた基

盤整備を行っています。

　一方、本学は農林水産畜産業が基幹

産業であり、日本の食糧基地と言われ

る南九州地域に立脚していることから、

産学官連携事業も積極的に推進してい

ます。

　産学官連携戦略展開プログラム（平

成20～22年度）に採択され、知財の計

画的な創出・管理・活用を推進してい

ます。地域結集型共同研究事業を始め、

都市エリア研究開発事業、地域資源活

用型事業など異分野融合連携研究を数

多く展開しています。中でも、バイオ

マス資源の効率的生産に関する研究と

技術開発は宮崎県との連携融合事業と

して特別研究教育経費による「農林畜

産廃棄物利用による地域資源循環シス

テムの構築」プロジェクト（平成18～

22年度）が進行中です。さらに、温暖

地域特有の豊かなバイオマス資源から

新たな化石燃料代替エネルギーの創成

とその貯蔵技術の開発研究「無機・生

体触媒反応によるセルロース性資源等

のバイオ燃料およびバイオ有価物への

変換プロセスの開発」（平成21～25年

度）にも取り組んでいます。豊富な日

照時間と独創的な科学技術を活用した

太陽光発電の研究開発も期待され、キ

チン・キトサンなど海洋性バイオマス

を利用した希少貴金属の分別回収技術

なども特筆すべきものです。

　社会貢献的研究として、特別教育研

究経費による「宮崎県独自の周産期医

療ネットワークを用いた新たな研究体

制による発達期脳障害の病態解明」が

進められています（平成21～25年度）。

これらの成果は我が国で最も低い周産

期死亡率の達成・維持に貢献し、モデ

ルシステムとして全国的にも注目され

ています。また、宮崎県がプロスポー

ツキャンプのメッカである地域特性を

活かし、特別教育研究経費による「ス

ポーツ外傷・障害の病態解明－スポー

ツメディカルサポートシステムの構築

－」（平成19～23年度）を宮崎県と連

携して推進しています。

　国際連携研究としては、JICA草の根

協力事業によるアジア地域での地下水

砒素汚染対策研究や、環境に配慮した

魚介類養殖技術の研究が特筆すべきも

のです。平成20年5月には宮崎大学初の

寄附研究部門としてアジア地下水砒素

汚染対策研究部門が産学連携センター

に設置されています。いずれも国内外

から高い評価を受けており、ますます

の発展が期待されます。

2005-2009 医、農、FSRC
2007-2011 農
2008-2012 農、FSRC

2005-2009 FSRC，医
2005-2009 農、医

2009-2013 医
2007-2011 医
2008-2011 医
2007-2009 医
2009-2011 農

ナショナルバイオリソースプロジェクト（ミヤコグサ・ダイズ遺伝資源の収集・保存・提供）
遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発
最先端クルマエビ養殖技術の構築－安全・安心・健康なエビを作る－

バイオマス／資源再利用

ゴーヤ種子由来坑Ｈレクチンを用いた血液検査試薬の開発と新規医薬品への応用
農林畜産廃棄物利用による地域資源循環システムの構築
鶏ふん焼却灰からのリン回収・有用物活用の技術開発

バイオマスエネルギー高効率転換技術開発

宮崎県産シイラを用いた「焼酎もろみ漬け」の研究開発
宮崎県産オビスギ材の乾燥凝縮液を有効活用した製品の開発
宮崎県産スイートピーの未利用分を原料とした機能性製品の開発
鹿児島の焼酎粕と乳成分を用いた新規濃度ビフィズス菌飲料の開発

ナノテク／光科学・材料科学

真空紫外光で拓く環境調和型プロセスの創成
ナノ制御した置換型金属酸化物触媒表面における選択酸化反応評価
高機能ナノチューブ材料の創製とエネルギー交換技術への応用
白金ナノグルーブをベースにした炭素系触媒の開発
極端紫外光を用いた光脱離質量分析装置の開発

マリンバイオマスを活用した貴金属のゼロエミッション分離回収システムの構築
インドUP州における地下水砒素汚染の総合的対策

文科省科学技術振興費
特別教育研究経費（教育改革）

AFFRAC 生物系産業創出のための異分野融合研究支援事業

JST 重点地域研究開発推進事業
特別教育研究経費（連携融合事業）
農林水産省「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO)バイオマスエネルギー先導技術研究開発

地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業
地域資源活用型研究開発事業

特別教育研究経費（研究推進）
JST 戦略的創造研究推進事業
JST 戦略的創造研究推進事業
JST 産学共同シーズイノベーション化事業
経済産業省提案公募型実用化技術開発事業

JSPS 二国間交流事業（オーストラリアとの共同研究）
JICA 草の根技術協力事業

若手研究者支援
宮崎大学型若手研究リーダー育成モデル 文部科学省科学技術振興調整費（若手研究者の自立的研究環境整備促進）

文部科学省科学技術振興調整費（女性研究者支援モデル育成事業）

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
日本学術振興会基盤研究（Ｓ）
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構イノベーシ
ョン創出基礎的研究推進事業

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
文部科学省特別教育研究経費（連携融合）
厚生労働省科学研究費補助金
JST 地域イノベーション創出総合支援事業(育成研究）
JST 地域イノベーション創出総合支援事業(育成研究）

文部科学省特定領域研究
文部科学省特別教育研究経費（教育改革）

女性研究者支援

生体活性物質の構造・機能解析のための学部横断的研究の推進
新規ペプチドを用いた畜産・獣医領域におけるトランスレーショナルリサーチ
動物の摂食・代謝・運動に関わる恒常性調節機構と調節物質

逆風を順風に　宮崎大学女性研究者支援モデル

生理活性物質の探索

臨床開発研究

人獣共通感染症

生物遺伝資源

宮崎県独自の周産期医療ネットワークを用いた新たな研究体制による発達期脳障害の病態解明
スポーツ外傷、傷害の病態解明 －スポーツメディカルサポートシステムの構築－
慢性呼吸不全に対するグレリンの臨床応用研究
注射に代わる経鼻投与デバイスを用いた糖尿病と肥満に対するペプチド医薬品の開発
尿中ナノベジクルを利用した新規非侵襲的腎臓病迅速診断法の開発研究

腸管出血性大腸菌を中心とした腸管感染菌の病原性ゲノム基盤の解明と臨床応用
人獣共通感染症教育モデルカリキュラムの開発

2007-2011 農
2006-2009 農、FSRC
2006-2010 農、工

文科科学省科学技術振興費
文部科学省特別教育研究経費（教育改革）
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系産
業技術研究支援センター　 生物系産業創出のための異
分野融合研究支援事業

ナショナルバイオリソースプロジェクト（ミヤコグサ・ダイズ遺伝資源の収集・保存・提供）
遺伝資源専門技術者養成モデルカリキュラムの開発
最先端クルマエビ養殖技術の構築－安全・安心・健康なエビを作る－

2007-2009 工、医
2006-2009 工
2008-2009 農

JICA 草の根技術協力事業 アジア地下水砒素汚染対策寄付研究部門
日本学術振興会二国間交流事業
日本学術振興会二国間交流事業

インドUP州における地下水砒素汚染の総合的対策
マリンバイオマスを活用した貴金属のゼロエミション分離回収システムの構築
マンゴー新規有望系統育成のための遺伝資源群の活用

バイオマス／資源再利用

国際連携

2009-2013 農、工
2006-2010 農、工
2008-2010 医、農、工
2007-2009 工
2009-2011 農
2009-2011 工
2008-2011 工

無機・生体触媒反応によるセルロース性資源等のバイオ燃料およびバイオ有価物への変換プロセスの開発
農林畜産廃棄物利用による地域資源循環システムの構築
健康・安全な長寿社会を支援する水産資源活用技術の創出
鶏ふん焼却灰からのリン回収・有用物活用の技術開発
西南暖地の果菜類における農業に有用な生物多様性の管理技術の確立
バイオマス廃棄物を利用した希少元素含有スクラップからのレアメタルの回収および適正処理技術の開発
ポストシリコン超高効率太陽電池の研究開発

2009-2013 全部局

2008-2010 全部局

文部科学省特別教育研究経費（研究推進）
文部科学省特別教育研究経費（連携融合事業）
文部科学省地域科学技術振興事業
農林水産省「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」
農林水産省「平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」
環境省「平成２１年度循環社会形成推進科学研究費補助金」
NEDO 新エネルギー技術開発

※FSRC・・・フロンティア科学実験総合センター

2009-2011 農農林水産省「平成21年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」家庭用果樹苗生産にも対応したカキわい性台木挿し木苗育成技術の開発
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　学校教育課程（入学定員150人）

　■初等教育コース　　　75人

　■中学校教育コース　　60人

　■特別支援教育コース　15人

　学校教育課程は、学校現場に関わる諸問

題や児童・生徒の心身の諸問題について、ま

た学校で何をどのように教えるか等について、

専門的に学びます。とくに、今日の多様化し

た子どもたちに愛と情熱をもって接し、子ど

もの個性をより良い方向に生かすことので

きる、柔軟な思考と豊かな感性、そして広い

教養を備えた質の高い教員の養成を目指し

ています。

　そのため本課程は、子どもの発達段階を見

通した広い視野から、初等教育（11専攻）、

中学校教育（10専攻）、特別支援教育の3コ

ースに分かれて、それぞれを重点的に学べる

よう、カリキュラムが組まれています。

　専攻やコース独自の科目とともに、一般に

小学校や中学校、特別支援学校等の教員に

なるために必要な科目、つまり教職科目を学

習します。教職科目には介護等体験実習、教

育実習が含まれています。

　人間社会課程（入学定員80人）

　■言語文化コース　　　15人

　■社会システムコース　65人

　現在の社会は、グローバル化と情報化の

進展という大きな変動の中にあります。人間

社会課程は人文科学、社会科学の諸分野の

学習を通して、堅実な学問的基礎力をつけな

がら、人間・社会・文化についての幅広い教養

と国際的視野を持ち、併せて現代社会の

抱える諸課題に対する実践的解決能力を持

った人材の養成を目指します。そのために本

課程では、「欧米思想」（哲学、思想の認識を

深める科目）、「国際関係論」（現実世界の国際

関係を考察）、「実践的地域マネジメント論」

（社会の現場で具体的に取り組まれている諸

課題を実践者から直接学ぶ科目）の3科目を

課程の必修科目に設定しています。その上で

言語や文化という人文科学を中心に学ぶ言

語文化コースと、社会科学分野を中心に社

会を対象とする学問分野を学ぶ社会システ

ムコースの2つのコースに別れて学習し、そ

れぞれの専門性を深めます。

●附属教育実践総合センター

　

　「教育実践研究教育部門」では「学ぶ力」「生

きる力」を高めるための学習カリキュラム及

び指導法の開発、「教育情報科学研究部門」で

はIT時代の到来を踏まえ、大きく変化する新

しい時代の学習・教育環境の構築、「教育臨床

研究教育部門」では学校不適応等、子どもが

抱える様々な問題に対応できる力量をもっ

た学生、現職教員の養成に努めています。

●附属学校

附属幼稚園

　昭和42年に開設されました。広々とした園

庭には、数十年を経過した銀杏や楠等が大き

な枝を広げ、四季折々の豊かな自然環境を

日々の保育に生かしています。「生き生きと活

動できる子どもを育てる」を教育目標とし、子

どもの自発的な活動を重視しながら、人との

かかわりを大切にした保育に努めています。

附属小学校

　明治26年4月、宮崎県尋常師範学校附属小

学校として設立されました。「まなびいっぱ

い、ともだちいっぱい、あせいっぱい」を学校

目標に掲げ、何事にも真剣勝負で取り組んで

います。研究においては「確かなまなびのあ

る授業の創造～豊かに表現し合い、高め合う

学習の展開」をテーマに実践的研究を行って

います。

附属中学校

　昭和22年、宮崎師範学校の附属中学校と

して開設された伝統のある学校です。「気品

を保ち、社会の変化に主体的に対応できる

個性豊かな生徒の育成」を学校の目標とし、

「①自発的に学び、真理を探究しよう　②勤

労を愛し、お互いに協力しよう　③気品を保

ち、健康を増進しよう」を細目として掲げ、活

力ある学校づくりを進めています。

教育文化学部
〈入学定員230人〉

　教育文化学部では、日本の将来を担う子どもたちを教育する教員を養成し、また、

日本・アジア・欧米の言語や文化、法律・政治・経済・福祉などの社会のシステムに関す

る教育と研究を行っています。したがって、各課程の教育を受けるにふさわしい基礎

学力を備えるとともに、向学心、職業意識、社会への関心の高い人を受け入れること

を目指して、多様な入学者選抜を行います。

「知」を磨き、「学」を伝える。知識豊かな人材を育てる。
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　医学科（入学定員105人）

　

　医学科は、宮崎の地域医療に貢献でき、国

際的にも活躍できる優れた医師の育成を目

指しています。本学科の卒業生は、臨床医師、

医学研究者、あるいは医学教育者として幅広

い分野で活躍し、医学の発展と社会福祉の

向上に貢献しています。

●求める人材

患者の痛みや苦しみに共感できる豊かな人

間性を有している人

協調性・コミュニケーション能力を持ってい

る人

医療人になろうという目的意識を持ち、医学

を学ぶために必要な幅広い基礎学力と応用

能力を有している人

自ら課題を見つけ解決しようとする意欲と行

動力を持っている人

　看護学科（入学定員60人） 

　

　看護学科は、看護による健康への支援を

通して、社会と地域の保健医療に貢献できる

人材の育成を目指しています。本学科の卒業

生は、豊かな人間性を有した看護師、保健師、

または助産師として、人々の健康と生活への

援助を実践し、看護の質の向上と看護学の

発展並びに社会の福祉に貢献しています。

●求める人材

生活している人々の身体的・精神的健康に関

心が持てる人

人の気持ちに共感でき、コミュニケーション

がとれる人

看護職者になろうという目的意識を持ち、看

護学を学ぶために必要な基礎学力を有して

いる人

自ら課題を見つけ解決しようとする意欲と行

動力を持っている人

医学部
〈入学定員165人〉

　医学部は、昭和49年に設立された宮崎医科大学を前身とし、平成15年10月に宮

崎大学と統合し、宮崎大学医学部となりました。

　医学部は、「地域における医学・医療の中心的な役割を果たすと同時に、進歩した医

学・看護学を修得せしめ、人命尊重を第一義とし、医の倫理に徹した人格高潔な医師、

医学研究者、看護職者及び看護学研究者を育成し、国内外の医学及び看護学の水準向

上と社会福祉に貢献すること」を使命としています。

　医学部附属病院

　

　宮崎大学医学部附属病院は、昭和52年に

開設された地上7階の建物に、総病床数612

を有する宮崎県における中核的医療機関です。

　診療のみではなく、在学生の臨床教育の場

でもあり、卒後2年間の研修医としての初期

臨床研修、それに続くレジデント・医員として

の診療や研究並びに開業医や勤務医の生

涯学習のための研修の場でもあります。

　平成6年に特定機能病院の指定を受け、

高度医療に関する研修を実施する能力・人

員配置及び構造設備等を有し、高度医療技

術の開発や評価も行っています。

　平成20年には日本医療機能評価機構に

よる「病院機能評価ver5.0」の認定を受け、

最新の高度な医療を安全に提供しています。

　また、患者さん本位の医療を達成すること

を目的に、各診療科及び各中央診療部門に、

最新の医療機器と優秀なスタッフをそろえ、

医療内容の高度化、多様化に加え、時と共に

変わる疾病構造の変化にも適切に対応でき

る体制を整え、地域に貢献できる、より良い病

院を目指しています。

　さらに、平成18年11月からは、附属病院再整

備に着手し、第一期工事として平成19年12月

に中央診療棟が竣工、第二期工事として平成

22年2月に新外来棟が完成予定です。また、平

成19年12月、市内中心部に「宮崎大学医学部

附属病院歯科口腔外科橘通りクリニック」を

開設し、平成20年2月には「都道府県がん診療

連携拠点病院」の認定を受けました。さらに、同

年4月には宮崎県総合周産期母子医療センタ

ーを設置、平成21年12月までにICUを16床に

増床するなど、一層の病院機能の向上を目指

しています。

●理念

　良質な医療を提供するとともに、医療人

の育成と医療の発展に貢献し、患者さんに

信頼される病院を目指します。

●基本方針

１．患者さん中心の最適な医療の実践

２．地域の要望にこたえる医療の実践

３．先端医療の開発と提供

４．人間性豊かな医療人の育成

５．お互いを尊重し、チームワークのとれ

　 た職場環境の整備

～地域から世界へ～人間性豊かな医療人の育成。
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工学部
〈入学定員370人〉

　工学部は、宮崎県唯一の工学部として、 "宮崎に根ざし、世界に目を向けた工学部"

を目標に、今後ますます進展する高度な科学技術に挑戦し、創造することができる人

材の育成につとめ、国際的にも評価される質の高い学術研究活動を進めています。さ

らに、地域産業の発展を推進することにより、地域社会に知的な貢献をすることにつ

とめています。本学部では6学科の連携協力による教育・研究分野の高度化、学際化、

総合化を推し進め、21世紀の地球環境と共生できる科学技術の創造と、それを担う

人間性豊かな人材の育成を目指しています。

次世代技術・産業への貢献。

　材料物理工学科(入学定員49人)

　

　現代社会の急速な発展を支えているのは、

現代物理学を基盤とした高度な科学です。

本学科では、このような先端技術を支える物

理的知識を基礎から理解し、応用して社会の

各方面で活躍できる人材や、新しい先端技

術を切り開くことができる人材の育成を目指

しています。

　

　物質環境化学科(入学定員68人)

　

　環境、エネルギー、資源、食料など21世紀

に人類が直面する地球規模の諸問題を解決

するため、化学物質が持つ無限の可能性を

開拓すると同時に、その開発や利用におい

て実用性だけでなく自然界や生体への影響、

省エネルギーやリサイクルといった地球環

境との調和を重視した物質の生産および環

境保全の化学を研究しています。本学科では、

JABEEの認定を受けた技術者教育プログ

ラムに基づき、地球環境問題に対する「物質

環境化学」の役割と使命を教育し、地球環境

や生態系に調和した新素材の開発や物質の

利用及び循環・再生技術などに係わる化学

の基礎知識と応用能力を有する創造性豊か

な人材の育成を目指しています。

　電気電子工学科(入学定員88人)

　

　急速に進みつつある高度最先端技術にお

ける先駆者の養成をめざして教育・研究を行

っています。このため基礎から実用性の高い

応用科目までをバランスよく配置したカリキ

ュラムとなっています。基礎科目として、数学・

物理学・電磁気学・電気回路などの知識を正

しく理解した上で、電子デバイス、電子回路、

コンピュータアーキテクチュア、制御、レー

ザー、プラズマなどの専門科目を勉強し、新

しい機能素子、超高密度集積回路、コンピュ

ータシステム、制御システム、新しいエネル

ギーの発生や輸送についての研究へと発展

させていきます。

　

　土木環境工学科(入学定員58人)

　

　本学科は、自然との共生を図りつつ生活・

経済・文化・安全を支える社会基盤の充実に

貢献できる高度技術者（Active,Responsible,

Creative and Humane Engineer）の育成を目

指しています。このため、平成16年にJABEE

認定された教育プログラムに基づき、技術者

としての能力および土木環境分野における基

礎能力を養成する教育研究を実施しています。

　

　

　機械システム工学科(入学定員49人)

　

　21世紀の工業技術者には、専門知識を身

につけるだけでなく、技術者としての倫理観

や地球環境問題の理解など多面的な能力が

要求されています。本学科は、宮崎における

自然環境の恵の中で「人にやさしく」かつ「自

然と調和できる」機械を生み出す素養をもっ

た創造性豊かな技術者の育成を目的として

います。そこで、人との共存を考えた機械を作

るための設計に関する知識、並びに自然と調

和できる機械を作るためのエネルギー問題

を考える知識を身につける教育に重点をお

いています。

　情報システム工学科(入学定員58人)

　

　現在の情報技術の進歩には目覚ましいも

のがあり、産業界や経済界の急速な発展を支

えています。本学科では、このような急速に

進展しつつある情報化社会の各方面で幅広

く活躍できる人材を育成することを教育目

標とし、情報工学の高度な専門知識と現実社

会での問題解決能力とを兼ね備えた人材の

育成を目指しています。
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　食料生産科学科（入学定員60人）

　

　私たちの人類の幸福と繁栄は、人の命を

支える食料なしでは実現しません。食料の安

定した生産が人間のさまざまな活動を可能

にして、文明や文化の発展につながってきて

いるのです。生物の生産物を食料として利用

している人類は「生物生産をいかに行うか」

という課題をいつも抱えているのです。この

課題に取り組むことは、農学の重要な使命の

一つです。本学科は、植物と動物を対象にし

て「安全で高品質な生産物を、いかに効率的

に、環境負荷を少なく、安定的に生産するか」

ということについて教育と研究を行い、これ

からの食料生産システムの構築に向けて学

術的・教育的貢献を行うことを目指しています。

　生物環境科学科（入学定員65人）

　

　私たち人類が生存するためには、地球環

境を保全しながら生物を持続的に生産しなく

てはいけません。そこで、私たちの学科では

地域に根ざしながら、地球規模での生態系

や自然環境に対する教育・研究を行い、環境

に優しくて持続性のある生物生産とその有効

利用のための技術の確立を目指しています。

おもに、森林、草原・草地、河川、湖沼、海洋な

どを教育・研究のフィールドとしています。

　地域農業システム学科（入学定員55人）

　

　皆さんは、「環境破壊」、「食糧やエネルギ

ーの不足」などの言葉をニュースや新聞でよ

く見聞きしていると思います。これらは、21世

紀を生きる私たちにとって解決しなければな

らない重要な課題となっています。私たちの

学科は、自然環境と人間の生存環境が共存

できる農山村地域を構築するための総合的

な専門教育を通して新世紀の諸課題の解決

に取り組んでいます。

　応用生物科学科（入学定員55人）

　

　応用生物科学科は、地域や国際社会がか

かえる生命・食料・環境問題に応えるため、動

物、植物、微生物並びにそれらを利用した食品、

また、それらを育む土壌・生態系が持つ機能

を生化学的、遺伝子工学的および食品機能

学的に解明するための教育研究を行ってい

ます。本学科の特色として、農芸化学を中心と

して畜産製造学、植物遺伝育種学、水産科学

の関連した分野の幅広い知識を学ぶことが

出来ます。

　獣医学科（入学定員30人）

　

　皆さんは獣医学という言葉を聞くとどのよう

にイメージされますか？おそらく多くの方々は、

すぐに動物のお医者さんを連想すると思いま

す。ところが実際は、獣医学はそれだけでなく

もっと幅広い分野を含んでいます。動物と人

との健康・福祉の向上のために、動物の病気

の診断・予防・治療などはもとより、安心でき

る質の良い食糧の提供、地球全体の野生動

物をはじめ生物資源の保護、生命科学研究

といった多彩な活動を含み、国の内外からは、

社会や科学に貢献することが期待されてい

る学問です。私たちは、畜産県である宮崎の

特性を生かしながら、産業動物や伴侶動物

に対する医療や福祉、人と動物に共通する病

気の撲滅（鳥インフルエンザやＢＳＥなど）、ア

カウミガメや野生馬などの調査や保護、アジ

アに目を向けた国際交流などの活動を通して、

専門科目ごとに設置されている11講座と附

属動物病院が、他学科と協力しながら、獣医

学を実践しています。特に、平成17年度からは、

『人獣共通感染症教育プログラム』を開設し、

人と動物に共通する病気の撲滅に一層貢献

したいと考えています。

■附属自然共生フィールド科学教育研究センター
　

　平成13年度に、自然共生を目標に総合的な農学

教育・研究を行うため、自然共生フィールド科学教育

研究センターが発足しました。そこには、共生システ

ム農学、食総合科学、環境科学の3部門があり、木花

フィールド（農場）、田野フィールド（演習林）、住吉フ

ィールド（牧場）及び延岡フィールド（水産実験所）の

4附帯施設が、フィールドセンターの教育・研究を支

えています。

■附属動物病院
　

　犬や猫などの病気の動物が大学周辺のみならず

県外からも診察を受けに訪れ、地域動物医療の中心

となっています。また、畜産地帯に位置するため、和

牛などの産業動物医療にも力を入れ、地域の診療獣

医師の相談・研修の施設としての役割も担っています。

■附属農業博物館
　

　農業をテーマにした博物館は、全国でも珍しく、国

立大学法人の中では唯一のものです。館内には、農業、

林業、畜産業、水産業などに関わる貴重な標本（動物・

植物・土壌など）や、大学の最新の研究成果をわかり

やすく紹介した展示があります。

■畜産別科
　

　高等学校卒業またはそれ以上の学力のある者が、

農学部に附属する牧場（住吉フィールド）に周年宿泊

して1年間修業する課程で、広く畜産業における後

継者や技術指導者を養成します。本別科の所定の単

位を取得した者には、家畜人工授精師の資格が与え

られます。

■地域農林水産業教育研究センター
　

　当センターは、地域に開かれた農学部の窓口とし

て、学部における教育・研究の活性化、学部に寄せら

れる多様な要望に応え、地域における農林水産業の

発展に寄与するため、学部内措置により設置されて

います。

農学部
〈入学定員265人〉

　21世紀の農学の使命は、わたしたち人類の生存と他の生物との共存・共生を図り

ながら、有用な生物資源の生産・開発・利用を行うことによって、地球規模での食料問

題と環境危機を克服することです。日本の食料生産基地に位置し、今日までの農業発

展に貢献してきた宮崎大学農学部は、「食料・環境・生命問題の解決」と「平和で潤いの

ある地域社会の構築」という人類共通の目標を掲げ、その実現のために平成12年度

に組織と教育の両面の改組・改革を行いました。今後、日本だけでなく、アジア、アフ

リカ、中南米など世界の農業発展に向けての一層の学術貢献と、主体性と創造性に富

んだ個性豊かな人材を輩出する責務が果たせると信じています。

日本・世界の食料・環境問題の克服を目指して。
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農学部
〈入学定員265人〉

　21世紀の農学の使命は、わたしたち人類の生存と他の生物との共存・共生を図り

ながら、有用な生物資源の生産・開発・利用を行うことによって、地球規模での食料問

題と環境危機を克服することです。日本の食料生産基地に位置し、今日までの農業発

展に貢献してきた宮崎大学農学部は、「食料・環境・生命問題の解決」と「平和で潤いの

ある地域社会の構築」という人類共通の目標を掲げ、その実現のために平成12年度

に組織と教育の両面の改組・改革を行いました。今後、日本だけでなく、アジア、アフ

リカ、中南米など世界の農業発展に向けての一層の学術貢献と、主体性と創造性に富

んだ個性豊かな人材を輩出する責務が果たせると信じています。

日本・世界の食料・環境問題の克服を目指して。
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【修士課程・専門職学位課程】

〈入学定員38人〉

教
育
学
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究
科
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学
系
研
究
科

【修士課程・博士課程】

〈入学定員45人〉

　医学系研究科には、昭和55年に博士課程、平成15年に修士課程医科学専攻、そして平成17年

に修士課程看護学専攻が設置されました。

　平成20年度には、博士課程を改組し、4専攻から医学専攻の1専攻とし、2コースを設けました。

　本研究科は「人間の複雑多彩な生命現象を形態学的、生理学的並びに生化学的に研究し、自然

環境、社会環境をも研究対象として社会に貢献できる高い研究能力を持つ研究者を育成するこ

と」を使命としています。

　社会のニーズに対応するため、秋期入学制度、夜間履修制度、長期履修制度、短縮修了制度、テ

ィーチング・アシスタント制度、リサーチ・アシスタント制度等を取り入れた教育・研究を行っ

ています。

　平成21年度には、修士課程看護学専攻に専門看護コース（がん専門看護）を設け、専門看護師

（CNS）を養成します。

　また、医学と獣医学が連携・融合することにより、両分野の教育研究の更なる充実と深化を図

るために、医学系研究科博士課程を改組し、医学獣医学総合研究科医学獣医学専攻（3コース）を

平成22年4月設置に向けて申請中です。

　平成20年4月、教育学研究科は、教職実践開発専攻（教職大学院：専門職学位課程）と学校教育

支援専攻（修士課程）の2専攻に改組しました。大
学
院 ■修士課程（医科学専攻）（入学定員15人）

　他の学問分野の学部卒業生を幅広く迎

え入れ、広い視野に立って精深な学識を修

得し、専攻分野における研究能力又は高度

の専門性を要する職業等に必要な能力を

養うことを目的とし、医学の発展と社会の

福祉の向上に寄与する人材の育成を使命

としています。

●求める人材

　医学の基本的知識や研究手法を修得す

ることで、これまでに培った専門分野での

研究・技術開発に新たな視点から取り組む

ことを志す人。

　

　他の学問分野の専門知識・技術を基盤と

して、新たな視点で医学・医療、福祉分野で

の問題解決に取り組むことを志す人。

　他の学問分野で培った専門知識・技術を

基盤として、学際的視点から生命科学研究

の発展に寄与することを志す人。

■修士課程（看護学専攻）（入学定員10人）

　問題解決能力を有する看護実践者の育

成と看護学の教育・研究者の素地育成を目

的として、各種の医療機関、保健・福祉施設、

行政、教育・研究機関などにおいて、看護実践・

指導・研究・教育ができる人材の育成を使

命としています。

●求める人材

　専門職業人として看護実践の質向上を

図るために、より高度な問題解決能力や実

践成果の検証方法の探究を志す人。

　看護の分野において、専門的知識と学識

及び基本的研究能力を培い、看護領域の教

育者・研究者を志す人。

　他の学問分野で培った専門知識・技術を

基盤として、地域の保健・医療・福祉分野で

の実践、教育、研究の発展に寄与すること

を志す人。

■博士課程（入学定員20人）

　博士課程では、学術の理論及び応用を教

授し、その深奥を究めて、学術文化の継承

発展に貢献することを目標とし、医学の発

展と社会の福祉の向上に寄与する人材の

育成を使命としています。

●求める人材

　「研究者育成コース」では、幅広い専門知

識と研究能力を培った国際的に活躍でき

る医学研究者・教育者を志す人。

　「高度臨床医育成コース」では、高い倫理

観を有する専門性の高い診断・治療技術に

裏打ちされた高度な研究マインドをもっ

た臨床医を志す人。

■学校教育支援専攻

（修士課程）《入学定員10人》

■教育臨床心理専修

　教育心理、特別支援教育、臨床心理の3コ

ースがあり、それぞれ、①教育心理学的観

点から、児童生徒の「心の教育」、「心の健

康」の向上に資する教師、②障がいのある

児童生徒の教育に関する専門家としての

教師、③心の問題を抱える人々に対して、

臨床心理学の理論に基づいて心理面接や

心理査定などを行うための専門的な知識

と技術を身につけた臨床心理士を養成す

ることを目的としています。

■日本語支援教育専修

　外国人児童生徒や海外からの帰国児童生

徒に対し、適切な指導助言を含む日本語教

育の支援を行う能力を養うとともに、地域

社会の外国人の支援や国際理解教育及び国

際交流を推進する能力をもつ日本語支援教

育専門家を養成することを目的としています。

■教職実践開発専攻

（教職大学院：専門職学位課程）《入学定員28人》

　

　学校教育に関する高度の理論、実践力及び

応用力を身に付けたスクールリーダーや中

堅教員、力量のある新人教員を養成すること

を目的としています。それぞれの教員として

不可欠な高度の資質形成とともに、得意分野

の形成のために、学校・学級経営、生徒指導・

教育相談、教育課程・学習開発及び教科領域

教育実践開発の4コースを設けています。 
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【修士課程】
〈入学定員114人〉

工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

【修士課程】
〈入学定員68人〉

　農学研究科は、専門性の高い農学分野の5専攻（生物生産科学専攻、地域資源管理科学専攻、森

林草地環境科学専攻、水産科学専攻、応用生物科学専攻）を備え、高度で先端的な科学技術を修

得できる大学院教育を行います。すなわち、陸域・水圏を問わず、生物生産、生物資源利用、環境

保全などに積極的に取り組み、将来の食と健康を担うべき農学分野での高度な専門的技術者・

指導者あるいは研究者の育成を目指しています。また、農林水畜産業の生物生産から生物資源

の利活用までの探求を通して、地域社会から国際社会まで幅広く活躍する人材を育成します。

　そこで農学研究科では以下のような人を積極的に受け入れます。

１． 農学分野の学部レベルの専門知識を修得し、さらに高度の学究に努めたい人。
２． 他専門分野で学んだ知識を生かして、農学分野で新たに活躍したい人。
３． 社会の経験を有し、さらに農学分野の科学知識を深めたい人。
４． 食料・環境・生命・資源の関連科学分野において、国際的に活躍したい人。

　工学研究科は、平成19年度、農学工学総合研究科博士後期課程の設置に伴い、それまでの「博

士後期課程」を発展的に解消し、「博士前期課程」を「修士課程」に改称しました。本研究科は、宮

崎地域における高度な工学的学術の教育・研究機関として、高度で専門的な科学技術者を育成

するとともに、学術研究活動を推進しています。

　これまで、 博士後期課程からは平成20年度修了の6名を加え合計102名の博士（工学）を輩出

し、修士課程からは2,126名の工学修士を送り出しました。これらの博士や修士の修了者は、21

世紀の科学技術の発展を担う高度な科学技術者・研究者として、地域社会はもとより、国際社会

へも一層の貢献が期待されています。

大
学
院

■応用物理工学専攻（入学定員15人）

　本専攻では、ミクロからマクロにわたる

物質・エネルギー分野の基礎的研究を通して、

多様な分野への応用力をもつ高度技術者

の育成を目指し、量子物理、材料開発、計数

物理、医学物理に関する教育と研究を行っ

ています。未来の研究・開発の担い手として、

自らを高める努力を惜しまないバランス

のとれた人材育成を重視しています。

■物質環境化学専攻（入学定員21人）

　本専攻では、地球環境や生態系と調和し

た材料化学、機能化学、物質化学および生

物工学の分野に係わる物質環境化学の専

門知識と柔軟な応用能力による専門的な

研究開発能力を有し、創造性豊かな技術者・

研究者の養成を目指しています。

■電気電子工学専攻（入学定員27人）

　本専攻では、近年のマイクロエレクトロ

ニクスとそれに伴うコンピュータの発展

に伴い、電気電子工学も物理、数学などの

基礎科学を取り込みながら進歩拡大して

います。そこで、電気電子工学の分野を、電

子材料、電子システム及び電気エネルギー

の3つに分け、各分野の具体的且つ先進的

な研究・教育を行っています。

■土木環境工学専攻（入学定員18人）

　本専攻は、自然との共生を図りつつ生活・

経済・文化・安全を支える社会基盤や生産

基盤の充実・改善や、環境保全に貢献でき

る高度専門技術者の育成を目指しています。

このため、建設工学、水環境や廃棄物処理

工学、防災、都市計画などの高度な専門知

識の修得と研究開発能力の養成に関する

教育と研究を実施しています。

■機械システム工学専攻（入学定員15人）

　本専攻では工業の基本である機械装置

等の設計・開発の基礎とその応用およびエ

ネルギーの有効利用に関する教育と研究

を行っています。その主なテーマは、材料

強度学を含む材料力学、加工学・トライボ

ロジーを含む設計工学、内燃機関を主とし

た熱工学、数値解析を含めた流体工学、機

械振動解析や計測・制御などです。

■情報システム工学専攻（入学定員18人）

　本専攻では、進化型計算、並列処理、情報

数理などの情報基礎分野、および知的情報

システムや高度制御システムの設計技術あ

るいはネットワーク技術やソフトウェア工

学などの情報応用分野に関するより高度な

知識と技術の研究・教育を通じて、情報科学・

計算機科学・システム工学を統合した、より

深い知識と広い応用能力を合わせ持つ人材

の育成を行っています。

■生物生産科学専攻（入学定員16人）
　本専攻では、植物と動物を対象に「いかに

生物生産を行うか」という農学の基本的課題

の一つに焦点を当てた専門教育を行います。

これからの動植物の生産は単に多収を目的

とするだけではなく、生産過程の効率化と環

境負荷の低減や生産物の安全性・品質の向上・

安定的供給などが社会的に強く望まれてい

ます。このような観点から植物生産および動

物生産の両分野の専門教育を深化させ、また、

両分野を有機的に連携した新しい生物生産

システムを志向する教育研究を行います。

■地域資源管理科学専攻（入学定員12人）
　本専攻では、農林業生産の基盤となる水資

源や土地資源、機械や施設構造物に関する技

術資源、生産・流通を担う人や組織などの人

的資源や情報資源などの総合的な管理・運用・

評価に必要な知識と技術の修得を目標とし

た教育・研究を行います。

■森林草地環境科学専攻（入学定員10人）
　本専攻は、地球上の陸圏生態系の60％以

上を占める森林、草地および乾燥地域におけ

る環境科学ならびに生態系、資源管理に関す

る教育・研究を行います。森林、草地および乾

燥地生態系の総合的な管理（生物資源の持続

的生産、保全、再生および修復）を目指すフィ

ールド科学と、そこで生産される生物資源の

開発ならびに利用方策を探究する生物材料

科学とを基本に展開される応用科学を担当

します。

■水産科学専攻（入学定員10人）
　本専攻では、海洋・河川・池沼など水圏にお

ける生物生産に関する幅広い基礎的知識や

生態系との調和を前提とした生産技術およ

び研究手法を教育・研究しており、水圏生物

の生息環境の保全、資源管理、増養殖、魚病対

策、利用技術の開発等に関して倫理的でかつ

高度な専門的知識の習得を目指します。延岡

フィールドセンターにおける実践的なフィ

ールド教育とともに、宮崎地域における唯一

の水産科学分野のシンクタンクとして、研究

推進、産業振興ならびに後継者育成における

中心的役割を果たしています。

■応用生物科学専攻（入学定員20人）
　本専攻は、動物、植物、微生物並びにそれら

を利用した食品、また、それらを育む土壌・生

態系が持つ機能を生化学的、遺伝子工学的お

よび食品機能学的に解明するための教育研

究を行っています。学部（応用生物科学科）に

おいて修得した知識をベースとして、本専攻

ではさらなる知識と技法を修得します。

●博士後期課程
鹿児島大学大学院連合農学研究科

　平成19年度から宮崎大学大学院農学工学

総合研究科（博士後期課程）の設置に伴い、鹿

児島大学大学院連合農学研究科を離脱し入

学者の募集を停止しました。なお、平成18年

度入学生が修了するまで教育体制は存続し

ます。

●博士課程
山口大学大学院連合獣医学研究科

　山口大学、宮崎大学、鳥取大学、鹿児島大学

の農学部獣医学科を連合して構成する博士

課程です。獣医学に関する高度の専門的知識

と豊かな学識をそなえ、かつ、柔軟な思考力

と広い視野を持って社会の多様な方面で活

躍できる高級技術者及び独創的な研究者の

養成を目的としています。
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【修士課程】
〈入学定員114人〉

工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

【修士課程】
〈入学定員68人〉

　農学研究科は、専門性の高い農学分野の5専攻（生物生産科学専攻、地域資源管理科学専攻、森

林草地環境科学専攻、水産科学専攻、応用生物科学専攻）を備え、高度で先端的な科学技術を修

得できる大学院教育を行います。すなわち、陸域・水圏を問わず、生物生産、生物資源利用、環境

保全などに積極的に取り組み、将来の食と健康を担うべき農学分野での高度な専門的技術者・

指導者あるいは研究者の育成を目指しています。また、農林水畜産業の生物生産から生物資源

の利活用までの探求を通して、地域社会から国際社会まで幅広く活躍する人材を育成します。

　そこで農学研究科では以下のような人を積極的に受け入れます。

１． 農学分野の学部レベルの専門知識を修得し、さらに高度の学究に努めたい人。
２． 他専門分野で学んだ知識を生かして、農学分野で新たに活躍したい人。
３． 社会の経験を有し、さらに農学分野の科学知識を深めたい人。
４． 食料・環境・生命・資源の関連科学分野において、国際的に活躍したい人。

　工学研究科は、平成19年度、農学工学総合研究科博士後期課程の設置に伴い、それまでの「博

士後期課程」を発展的に解消し、「博士前期課程」を「修士課程」に改称しました。本研究科は、宮

崎地域における高度な工学的学術の教育・研究機関として、高度で専門的な科学技術者を育成

するとともに、学術研究活動を推進しています。

　これまで、 博士後期課程からは平成20年度修了の6名を加え合計102名の博士（工学）を輩出

し、修士課程からは2,126名の工学修士を送り出しました。これらの博士や修士の修了者は、21

世紀の科学技術の発展を担う高度な科学技術者・研究者として、地域社会はもとより、国際社会

へも一層の貢献が期待されています。

大
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■応用物理工学専攻（入学定員15人）

　本専攻では、ミクロからマクロにわたる

物質・エネルギー分野の基礎的研究を通して、

多様な分野への応用力をもつ高度技術者

の育成を目指し、量子物理、材料開発、計数

物理、医学物理に関する教育と研究を行っ

ています。未来の研究・開発の担い手として、

自らを高める努力を惜しまないバランス

のとれた人材育成を重視しています。

■物質環境化学専攻（入学定員21人）

　本専攻では、地球環境や生態系と調和し

た材料化学、機能化学、物質化学および生

物工学の分野に係わる物質環境化学の専

門知識と柔軟な応用能力による専門的な

研究開発能力を有し、創造性豊かな技術者・

研究者の養成を目指しています。

■電気電子工学専攻（入学定員27人）

　本専攻では、近年のマイクロエレクトロ

ニクスとそれに伴うコンピュータの発展

に伴い、電気電子工学も物理、数学などの

基礎科学を取り込みながら進歩拡大して

います。そこで、電気電子工学の分野を、電

子材料、電子システム及び電気エネルギー

の3つに分け、各分野の具体的且つ先進的

な研究・教育を行っています。

■土木環境工学専攻（入学定員18人）

　本専攻は、自然との共生を図りつつ生活・

経済・文化・安全を支える社会基盤や生産

基盤の充実・改善や、環境保全に貢献でき

る高度専門技術者の育成を目指しています。

このため、建設工学、水環境や廃棄物処理

工学、防災、都市計画などの高度な専門知

識の修得と研究開発能力の養成に関する

教育と研究を実施しています。

■機械システム工学専攻（入学定員15人）

　本専攻では工業の基本である機械装置

等の設計・開発の基礎とその応用およびエ

ネルギーの有効利用に関する教育と研究

を行っています。その主なテーマは、材料

強度学を含む材料力学、加工学・トライボ

ロジーを含む設計工学、内燃機関を主とし

た熱工学、数値解析を含めた流体工学、機

械振動解析や計測・制御などです。

■情報システム工学専攻（入学定員18人）

　本専攻では、進化型計算、並列処理、情報

数理などの情報基礎分野、および知的情報

システムや高度制御システムの設計技術あ

るいはネットワーク技術やソフトウェア工

学などの情報応用分野に関するより高度な

知識と技術の研究・教育を通じて、情報科学・

計算機科学・システム工学を統合した、より

深い知識と広い応用能力を合わせ持つ人材

の育成を行っています。

■生物生産科学専攻（入学定員16人）
　本専攻では、植物と動物を対象に「いかに

生物生産を行うか」という農学の基本的課題

の一つに焦点を当てた専門教育を行います。

これからの動植物の生産は単に多収を目的

とするだけではなく、生産過程の効率化と環

境負荷の低減や生産物の安全性・品質の向上・

安定的供給などが社会的に強く望まれてい

ます。このような観点から植物生産および動

物生産の両分野の専門教育を深化させ、また、

両分野を有機的に連携した新しい生物生産

システムを志向する教育研究を行います。

■地域資源管理科学専攻（入学定員12人）
　本専攻では、農林業生産の基盤となる水資

源や土地資源、機械や施設構造物に関する技

術資源、生産・流通を担う人や組織などの人

的資源や情報資源などの総合的な管理・運用・

評価に必要な知識と技術の修得を目標とし

た教育・研究を行います。

■森林草地環境科学専攻（入学定員10人）
　本専攻は、地球上の陸圏生態系の60％以

上を占める森林、草地および乾燥地域におけ

る環境科学ならびに生態系、資源管理に関す

る教育・研究を行います。森林、草地および乾

燥地生態系の総合的な管理（生物資源の持続

的生産、保全、再生および修復）を目指すフィ

ールド科学と、そこで生産される生物資源の

開発ならびに利用方策を探究する生物材料

科学とを基本に展開される応用科学を担当

します。

■水産科学専攻（入学定員10人）
　本専攻では、海洋・河川・池沼など水圏にお

ける生物生産に関する幅広い基礎的知識や

生態系との調和を前提とした生産技術およ

び研究手法を教育・研究しており、水圏生物

の生息環境の保全、資源管理、増養殖、魚病対

策、利用技術の開発等に関して倫理的でかつ

高度な専門的知識の習得を目指します。延岡

フィールドセンターにおける実践的なフィ

ールド教育とともに、宮崎地域における唯一

の水産科学分野のシンクタンクとして、研究

推進、産業振興ならびに後継者育成における

中心的役割を果たしています。

■応用生物科学専攻（入学定員20人）
　本専攻は、動物、植物、微生物並びにそれら

を利用した食品、また、それらを育む土壌・生

態系が持つ機能を生化学的、遺伝子工学的お

よび食品機能学的に解明するための教育研

究を行っています。学部（応用生物科学科）に

おいて修得した知識をベースとして、本専攻

ではさらなる知識と技法を修得します。

●博士後期課程
鹿児島大学大学院連合農学研究科

　平成19年度から宮崎大学大学院農学工学

総合研究科（博士後期課程）の設置に伴い、鹿

児島大学大学院連合農学研究科を離脱し入

学者の募集を停止しました。なお、平成18年

度入学生が修了するまで教育体制は存続し

ます。

●博士課程
山口大学大学院連合獣医学研究科

　山口大学、宮崎大学、鳥取大学、鹿児島大学

の農学部獣医学科を連合して構成する博士

課程です。獣医学に関する高度の専門的知識

と豊かな学識をそなえ、かつ、柔軟な思考力

と広い視野を持って社会の多様な方面で活

躍できる高級技術者及び独創的な研究者の

養成を目的としています。
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【博士後期課程】
〈入学定員16人〉

農
学
工
学
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大
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　農学工学総合研究科は、農学と工学の学問的背景と連携協力の実績を踏まえて、農学と工学

が連携・融合した教育研究領域の深化を図り、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研

究能力を備え、技術・知識基盤社会の形成に資する高度専門技術者の養成を目指します。このよ

うな人材養成によって、21世紀の喫緊の課題である低環境負荷・持続型生産システムの構築、持

続型地域社会が必要とする社会基盤の保全、生物及び微生物の機能を活かした新規機能性食品

の開発、地域バイオマス資源の有用物質への変換、ナノテクノロジーを応用した機能性材料の

創生、自然共生型エネルギーの活用とその変換技術、省エネルギー化・高度情報化された生産技

術の開発、高度なソフトウエアを活用した情報処理システムの構築等の課題解決に貢献します。
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附属図書館
●コレクション

【大正新脩大藏經　全100巻】

　このコレクションは、膨大な数のインド仏

典の漢訳を10年以上の歳月をかけて全100

巻に編集したものです。梵語写本の多くが失

われている現在、仏教研究者にとって漢訳仏

典は非常に重要であり、特にこの大蔵経はそ

の校正の厳密さゆえに高く評価されています。

【イギリス教育史コレクション　467点】

　このコレクションは、16世紀イギリスの人

文主義教育思想家アスカムから20世紀に至

るイギリスの教育思想（史）、教育史に関する

オリジナル文献・研究書を幅広く収めています。

　附属図書館（以下、「図書館」という）は、本館（木花キャンパス）と医学分館（清武キャンパス）

から構成されており、宮崎大学における教育・研究を支援するとともに、地域に貢献する組

織として活動しています。

　図書館の役割は、学術情報の収集・蓄積・提供、学習環境の整備などです。このため、図書館

では長年にわたって、蔵書（蔵書数：約61万冊）を蓄積するとともに、近年はインターネット

を介しての情報提供体制を整え、図書館資料（図書や雑誌など）が有効に活用される環境（ハ

ード及びソフトの面）を整えています。

　このため、図書館では、学生用図書の充実、電子ジャーナル（学内限定でオンラインで利用

できる学術雑誌）の整備、宮崎大学学術情報リポジトリ（学内生産の電子的研究成果物の収

集・保存・発信）の拡充等に努めています。また図書館を有効に活用していただくため、ホー

ムページの充実や文献検索講習会の開催などを実施しています。

　現在、大学は社会との連携が強く求められており、そのため図書館では、地域の方へ図書

館を利用していただくことを始め、県内の大学図書館、公共図書館との連携の強化を図るよ

う取り組んでいます。

図書館ホームページ　http://www.lib.miyazaki-u.ac.jp/

　資源環境科学専攻（入学定員4人）

①環境共生科学　②持続生産科学

　資源の枯渇、自然及び生活環境の悪化、

食料危機などの人類が直面しつつある課

題に取り組むために、資源の有効利用と資

源循環による環境負荷の低減を基調とした、

安全で活力ある循環型社会の構築に貢献

できる高度専門技術者の養成を目的とし

ています。

　生物機能応用科学専攻（入学定員4人）

③生命機能科学　④水域生物科学

　動植物、微生物及び水産生物資源が有す

る諸機能の解明と、それに基づいた知見に

より、本地域及び国際社会が抱える食料・

エネルギー・環境問題に貢献できる高度専

門技術者の養成を目的としています。

　

　物質・情報工学専攻（入学定員8人）

⑤新材料エネルギー工学　⑥生産工学

⑦数理情報工学

　環境調和・循環型及び高度情報化社会の

課題に取り組むために、環境調和型新材料

の構築、エネルギーの変換・解析、省エネル

ギー化・高度情報化された生産技術の開発、

高度なアルゴリズムとソフトウェアを活

用した情報処理技術及び数理モデルの構

築に貢献できる高度専門技術者の養成を

目的としています。

【アレン・ハット旧蔵　世界労働運動史コレ

クション　996点】

　このコレクションは、「イギリス労働運動史」

の著者として知られる労働運動史家アレン･

ハットが所蔵していた、イギリス並びに英ソ

関係を中心とした世界労働運動史の様々な

文献から成り立っています。
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●安全衛生保健センター

　安全衛生保健センターは、学生及び教職員の心身の健康管理を専門的にサポートすると共

に、学内で発生する事故を予防し、安全で快適な教育・研究・職場環境を形成するための提

言や指導を行うための施設です。

　日常業務では、急病やけがの応急処置をはじめ、生活習慣病に対するアドバイスや心理・

精神的な問題に対するカウンセリング等を行っています。

　また、実験・研究中や作業中の事故を防止するための啓発活動や各種安全マニュアルの策

定等も行っています。

■主な業務内容は以下のとおりです。

　１．定期及び臨時健康診断とその保健指導等

　２．健康相談及び一次救急処置

　３．心の健康保持に必要な精神医療相談

　４．学内の環境衛生等に対する助言・指導

　５．保健管理・労働安全のための調査研究

　６．健康保持増進への予防医学的啓発と学生教育の支援

　７．職場復帰のための復職支援

●情報化推進組織

■情報戦略室

　情報戦略室は、本学の情報化推進構想、戦略立案、ポリシー策定などにおいて統率的な役割

を果たす組織です。情報運用管理及び情報技術に関する統括組織として、情報施策の立案及

び情報関連の各種ポリシーや構想の策定、情報システムの改善や点検評価、セキュリティ対策、

情報基盤検討、情報資源の戦略的運用、情報システムの機能的統合などの役割を担います。

■情報支援センター

　情報支援センターは、情報戦略室の実務実行組織として教育研究活動及び大学運営等に

必須なキャンパス・バックボーン、各種の情報ネットワークシステム、各種情報システム等

の運用管理サービスを実施します。情報支援センターは、「情報基盤・システム運用部門」、「運

営情報部門」、「教育・メディア情報部門」、「研究・学術情報部門」、「評価情報部門」の5つの部

門から構成されています。

●産学連携センター

　産学連携センターは、産学連携・知的財産

及び機器分析支援の3部門から構成され

ています。「産学連携部門」は、地域・産業界

からの技術・科学相談に対応するとともに、

大学シーズと企業ニーズをマッチさせて共

同研究への展開を支援しています。「知的財

産部門」は、研究成果から生じた知的財産を

管理し、また特許等の取得や、地域・産業界

への還元を行っています。「機器分析支援部

門」は、高度な分析機器を多数所有しており、

各種試験・分析の依頼に応えています。この

ように、本学の産学連携の窓口として、地域

産業界の振興に貢献しています。

●フロンティア科学実験総合センター

　フロンティア科学実験総合センターは、学

際的な生命科学研究を行う「生命科学研究部

門」と教育・研究活動を支援する「実験支援部

門」の2部門で構成されています。

　「生命科学研究部門」は、「生理活性物質探索

分野」、「生体機能制御分野」、「生命環境科学分

野」の3分野で構成され、生理活性ペプチドの

探索研究やその機能解明、微生物ゲノムの解

析研究等を行っています。

　「実験支援部門」は、4つの分野で構成され、

「生物資源分野」、「分子形態・機能解析分野」は

清武キャンパス、「遺伝資源分野」は木花キャ

ンパス、「RI分野」は両キャンパスにあります。

本部門ではミヤコグサなどのナショナルバイ

オリソースの日本における情報センターの一

翼を担っている他、各分野で独創的な研究活

動を行うとともに、本学の広範な教育研究活

動の支援を行っています。

●教育研究・地域連携センター

　教育研究・地域連携センターは大学教育

の質の向上及び学生の学習環境の充実に資

するための調査、研究、企画、提言を行って

います。また、公開講座の運営や高等教育コ

ンソーシアム宮崎における大学連携など、

大学と地域社会との架け橋として、さまざ

まな大学開放事業や地域連携事業を推進し

ています。

●国際連携センター

　国際連携センターは、本学の世界への架

け橋として、学術研究や教育の国際連携・協

力事業の企画立案やサポートを行っていま

す。「国際協力部門」は学術交流のほか、本学

がコンサルタント登録しているJICAと連携

して、国際教育協力、保健医療、アジア地下

水砒素汚染対策、農業開発などの事業を、

「留学生支援部門」は多言語教育・日本語教

育、国際広報、学生交流プログラム、生活指

導などの事業を行っています。
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●研究者の海外派遣・受入れ

　文部科学省、日本学術振興会、国際協力

機構（JICA）及び各種機関の助成等により、

年間約350名の研究者が海外に派遣されて

おり、外国人研究者も積極的に受け入れて

います。

●国際協力

　本学ではJICAやNGO等と連携しながら、

アジアやアフリカ、中南米等の開発途上国

に対して積極的な国際協力を展開してい

ます。

●国際交流協定

　全学的・戦略的な学術交流・学生交流を

推進するため、31の国や地域の大学等と交

流協定を締結しています。うち、22大学と

は学生交流覚書（授業料等相互不徴収）を

締結し、活発な学生交流を図っています。

●留学生の受入れ

　18カ国から国費・私費・政府派遣の留学生

約100名を受け入れ、教育研究を行うと共

に、生活支援、学内での交流事業等を実施し、

諸外国の指導的人材の育成に努めています。

●学生の海外派遣

　宮崎大学では、学生交流覚書を締結して

いる大学に、学生を派遣しています。協定

による留学は、休学の必要がなく留学先の

大学の授業料等は免除されます。また、留

学先で取得した単位を宮崎大学の単位と

することができます。

●短期学生交流の実施

　宮崎大学では、海外の協定校と短期学生

交流を実施しています。学生が相互訪問し、

ホームステイ等を通じ、お互いの文化を学び、

交流を深めています。また、教養科目「異文

化交流体験学習」の単位が認められていま

す。

●地域社会の国際化への貢献

　本学の外国人留学生は、県内の小中学校

における各種国際交流事業や、国際交流団

体が開催する国際理解事業等に参加し、地

域社会の国際化へ貢献しています。

　宮崎大学は、国際交流事業として①学術交流、②学生交流、③国際協力、④地域の国際化への

貢献の4つの柱を据え、地理的・歴史的な関係から、東アジア・東南アジアの大学等を中心に、活

発な交流を展開しています。

地域貢献

●公開講座等の大学開放事業

　宮崎大学では、公開講座、自治体等との連携による指導者養成事業、全国からの受講者が集

まる「シニアカレッジ」など、大学開放事業の充実を図っています。さらに、地域連携及び学生の

実践的な教育の観点から、「卒業研究テーマ」を一般に公募し、寄せられた研究テーマについて

本学の学生が研究し発表するプログラムも実施しています。

●遠隔教育、情報提供の推進

　宮崎大学では、宮崎健康福祉ネットワー

ク（はにわネット）、宮崎情報ハイウェー21

（MJH21）等を活用した遠隔医療、遠隔教育

等を実施しているほか、学内にインターネ

ット放送局（Myaoh.TV）を開設し、地域へ

の情報発信を積極的に行っています。

　このほか、宮崎科学技術館に「宮崎大学展

示コーナー」を設置し、本学の最先端の教育・

研究の成果を広く県民に発信しています。

●宮崎大学サテライト・オフィス

　地域社会への情報発信の場として、また

地域の人々と交流しニーズを捉えるアン

テナとして、さらには他の教育研究機関と

の交流・連携や産学官交流・連携の場とし

て機能することを目的に、サテライト・オ

フィスを宮崎市の中心地に位置するカリ

ーノ宮崎（宮崎市橘通東4－8－1）8階に設

置しています。

　サテライト・オフィスには、パソコン等

を備え、スタッフが窓口での対応にあたる

ほか、教育・研究成果の公開・発表、入学案

内や各種催し物の案内、公開講座、各種相

談窓口の設置（技術、教育、健康など）、他大

学等と連携した各種コンソーシアム事業

等を展開しています。

●高等教育コンソーシアム宮崎

　宮崎大学は、県内11の高等教育機関が連

携した「高等教育コンソーシアム宮崎」の

基幹大学として、単位互換、インターカレ

ッジセミナー、合同進学説明会のほか、宮

崎県経営者協会を窓口としたインターン

シップ事業なども行っています。

●中学・高校等との連携事業

　宮崎大学では、中学・高校等との連携を

一層強化するため、出前講義、体験授業、公

開授業などを継続的に実施しています。また、

小・中・高教員の研修も含めた新しい「科学

夢ロマン」事業を、宮崎県教育委員会との

連携により取り組んでいます。

●地域住民に対する施設等の開放

　宮崎大学では、附属図書館の日曜開館及

び体育施設の開放を開始し、ホームページ

からも利用案内や予定表などが閲覧でき

るようになっています。今後は、地域住民

の利用促進を図り、引き続き、施設等の開

放を積極的に進めていきます。

■主な学生交流覚書締結校

派遣学生
2名以内

2名以内

2名以内

2名以内

4名以内

2名以内

2名以内

1名以内

募集学部等
全学部

全学部

工学部

農学部
医学部

教育文化学部
教育文化学部

教育文化学部

大学名
南京農業大学
上海交通大学

東呉大学外国語文学院

エヴァーグリーン州立大学

オタゴ大学教育学部

ブラウィジャヤ大学工学部

プリンス・オブ・ソンクラ大学医学部

チュラロンコン大学獣医学部

国名等
中国
中国

中国（台湾）

アメリカ

ニュージーランド

インドネシア
タイ

タイ

※その他派遣が可能な大学：青海大学
畜牧獣医科学院・中国農業大学（中国）、
国立政治大学（中国（台湾））、カセサー
ト大学（タイ）、ボゴール農科大学・ハサ
ヌディン大学（インドネシア）、嶺南大
学校・順天大学校（韓国）、ハノイ農業大
学（ベトナム）、フィリピン大学ロス・バ
ニョス校・セントラルルソン国立大学
（フィリピン）、モンゴル国立農業大学
（モンゴル）、ブエノスアイレス大学農
学部（アルゼンチン）、リュブリァナ大
学（スロベニア）

シニアカレッジで青島神社を参拝
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Kiyotake
Campus

Kibana
Campus

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

木花キャンパス 清武キャンパス

医学部

1 講義実習棟

2 総合教育研究棟

3 福利施設棟

4 基礎臨床研究棟

5 附属図書館医学分館

6 附属病院

7 管理棟

8 フロンティア科学実験総合センター

農学部

1 実験研究棟（北）

2 講義棟

3 実験研究棟（南）

4 実験研究棟（獣医）

5 附属動物病院

6 附属農業博物館

7 標本植物温室

8 附属自然共生フィールド

　 科学教育研究センター

教育文化学部

9 講義棟

!0 実験研究棟

!1 美術棟

!2 技術・家庭棟

!3 音楽棟

!4 附属教育実践総合センター

工学部

!5 実験研究棟（A棟）

!6 講義棟（B棟）

!7 実験研究棟（C棟）

!8 機械実習工場

!9 機械工学実験実習棟

@0 高電圧実験棟

@1 土木工学実験実習棟

@2 実験研究棟（E棟）

@3 大学会館

@4 附属図書館（国際連携センター）

@5 事務局棟

@6 安全衛生保健センター

@7 情報戦略室・情報支援センター

@8 フロンティア科学実験総合センター（ＲＩ木花分室）

@9 産学連携センター（産学連携施設）

#0 教育研究・地域連携センター

#1 産学連携センター（機器分析支援施設）

#2 フロンティア科学実験総合センター（遺伝資源分野）

#3 総合研究棟

#4 国際交流会館

#5 女子寄宿舎

#6 男子寄宿舎
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※現在、清武キャンパスは病院再整備に伴う工事を行っており、
　実際の状況とは若干異なる場合がございます。
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農学部

1 実験研究棟（北）

2 講義棟

3 実験研究棟（南）

4 実験研究棟（獣医）

5 附属動物病院

6 附属農業博物館

7 標本植物温室

8 附属自然共生フィールド

　 科学教育研究センター

教育文化学部

9 講義棟

!0 実験研究棟

!1 美術棟

!2 技術・家庭棟

!3 音楽棟

!4 附属教育実践総合センター

工学部

!5 実験研究棟（A棟）

!6 講義棟（B棟）

!7 実験研究棟（C棟）

!8 機械実習工場

!9 機械工学実験実習棟

@0 高電圧実験棟

@1 土木工学実験実習棟

@2 実験研究棟（E棟）

@3 大学会館

@4 附属図書館（国際連携センター）

@5 事務局棟

@6 安全衛生保健センター

@7 情報戦略室・情報支援センター

@8 フロンティア科学実験総合センター（ＲＩ木花分室）

@9 産学連携センター（産学連携施設）

#0 教育研究・地域連携センター

#1 産学連携センター（機器分析支援施設）

#2 フロンティア科学実験総合センター（遺伝資源分野）

#3 総合研究棟

#4 国際交流会館

#5 女子寄宿舎

#6 男子寄宿舎
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※現在、清武キャンパスは病院再整備に伴う工事を行っており、
　実際の状況とは若干異なる場合がございます。
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国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学

監事
経営協議会

学 長

理 事

役員会

教育研究評議会

宮崎大学

事務局

学　部

事務部

事務部

事務部

事務部

畜産別科

大学院

別科

附属図書館

産学連携センター

教育研究・地域連携センター

フロンティア科学実験総合センター

国際連携センター

安全衛生保健センター

情報化推進組織

企画総務部

財務部

施設環境部

学務部

学術研究協力部

教育文化学部

　　　附属教育実践総合センター

　　　附属幼稚園

　　　附属小学校

　　　附属中学校

医学部

　　　附属病院

情報戦略室

情報支援センター

工学部

教育学研究科

医学系研究科

工学研究科

農学研究科

農学工学総合研究科

山口大学大学院連合獣医学研究科

総務課
企画評価課
人事課

財務課
経理調達課
会計監査担当主幹

企画管理課
施設整備課

教務課
学生支援課
入試課

研究協力課
情報図書課

総務課
管理課
医事課
学務課

監査室

農学部

　　　附属自然共生フィールド
　　　　科学教育研究センター

　　　附属動物病院

　　　附属農業博物館

機構図
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入試課長 山 下　 修 充

研究協力課長 尾 崎　 幸 司

情報図書課長 大 山　 貢

教育文化学部 学部長 作 田　 俊 美 ○

教育学研究科長 谷 本　 美 彦 ○

附属教育実践総合

センター長
兒 玉　 修

附属幼稚園長 竹 井　 成 美

附属小学校長 福 原　 美 江

附属中学校長 岩 本　 俊 孝

事務長 三 好　 学

医学部 学部長 池 ノ 上　 克 ○

附属病院長 髙 崎　 眞 弓

事務部長（兼） 北 村　 信

総務課長 原 田　 隆 治

管理課長 黒 木　 謙 治

病院再開発

担当主幹
佐 藤　 泰 範

医事課長 鳥居　　時政

学務課長 五十嵐　三男

工学部 学部長 中 澤　 隆 雄 ○

事務長 吉住　紀久男

農学部 学部長 原 田　 宏 ○

附属自然共生フィールド

科学教育研究センター長
神 田　 猛

附属動物病院長 上 村 俊 一

附属農業博物館長 六車　三治男

事務長 中 原　 康 徳

附属図書館 館長（併） 碇　 哲 雄

産学連携

センター
センター長 福 田　 亘 博 ○

教育研究・地域

連携センター
センター長（併） 碇　 哲 雄

フロンティア科学

実験総合センター
センター長 中 山　 建 男 ○

国際連携

センター
センター長（併） 菅 沼　 龍 夫

安全衛生保健

センター
センター長 寺 井　 親 則

情報戦略室 室長 津 野　 和 宣

情報支援

センター
センター長（併） 菅 沼　 龍 夫

学長 住 吉　 昭 信 ◎●○

理事
副学長

（研究・企画担当）
菅 沼　 龍 夫 ◎●○

副学長
（教育・学生担当）

碇　 哲 雄 ◎●○

病院長
（病院担当）

髙 崎　 眞 弓 ◎●○

事務局長
（総務担当）

白 石　 薫 二 ◎●○

法務担当 吉 良　 啓 ◎

副学長 （目標・評価担当） 水 光　 正 仁 ○

（入試担当） 村 岡　 嗣 文 ○

監事 岩 切　 文 昭

木 下　 博 義

経営協議会

学外委員

㈱宮崎銀行

取締役会長
佐 藤　 勇 夫 ●

九州女子大学学長 山 﨑　 信 行 ●

前西都原考古

博物館長
本 田　 建 次 ●

川崎重工業㈱

取締役会長
田 﨑　 雅 元 ●

㈳宮崎県医師会顧問 秦　 喜 八 郎 ●

教育研究評議

会評議員

教育文化学部

教授
入 谷　 貴 夫 ○

医学部教授 和 田　 明 彦 ○

工学部教授 河 野　 通 夫 ○

農学部教授 藪 谷　 勤 ○

共通教育部長 西 森　 利 數 ○

役職員

事務局 事務局長 白 石　 薫 二

企画総務部長 森山　都留男

財務部長 南　 博 徳

施設環境部長 栗 木　 浩

学務部長 古城戸　一夫

学術研究協力部長 水 井　 義 武

監査室長 中 村　 光 臣

総務課長 上 村　 茂 樹

企画評価課長 羽 生　 守 彦

人事課長 米 澤　 宏

財務課長 山 口　 豊

経理調達課長 桑 原　 勇 夫

会計監査担当主幹

事務代理
南　 博 徳

企画管理課長 馬 場　 政 秀

施設整備課長 田代　比左歩

教務課長 德 丸　 利 秋

学生支援課長 丸 田　 和 廣

役員会委員　　　　　：◎印
経営協議会委員　　　：●印
教育研究評議会評議員：○印
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（平成 21 年 5 月 1 日現在）

区分

部局等
学長 監事 理事 教授 准教授 講師 助教 助手 小計

附属学

校教員

事務局

等職員
合計

学長 1 1

監事
（１）

2

（１）

2

理事
（１）

5

（１）

5

事務局 150 150

教育文化学部 40 38 9 87
9 113

教育学研究科 9 7 1 17

附属幼稚園 7

3 65附属小学校 28

附属中学校 27

医学部 40 29 9 82 2 162 127 289

附属病院 2 7 26 62 97 384 481

工学部 33 39 21 93 30 123

農学部 47 39 15 101 15 116

附属自然共生フィールド

科学教育研究センター 3 2 1 6 17 23

附属動物病院 1 1 1

附属農業博物館 1 1 1

産学連携センター 2 1 1 4 4

教育研究・地域連携センター 5 5 5

フロンティア科学実験総合

センター 7 2 5 14 11 25

国際連携センター 1 1 1

安全衛生保健センター 1 1 1 3 5 8

情報化推進組織 1 1 2 2 4

計
1

（１）

2

（１）

5 182 173 49 187 3 594 62 753

( 2 )

1,417 
※定員内の職員数（ただし、監事 (1)・理事 (1) については、非常勤で内数）

	 	 	 	 	 	 	
旧宮崎大学 旧宮崎医科大学

氏名 在任期間 備考 氏名 在任期間 備考

高 橋　 隆 道 S24.  5.31 ～ S27.  7.25 勝木　司馬之助 S49.  6.  7 ～ S55.  6.30

杉 原　 清 一 S27.  7.26 ～ S28.  8.  1 （事務取扱） 玉 井　 達 二 S55.  7.  1 ～ S61.  3.31

栗 原　 一 男 S28.  8.  1 ～ S32.  7.31 常 俊　 義 三 S61.  4.  1 ～ S61.  5.31 （事務取扱）

甲 斐　 三 郎 S32.  8.  1 ～ S38.  7.31 岡 本　 直 正 S61.  6.  1 ～ H  2.  3.31

岩 村 　 　 嵒 S38.  8.  1 ～ S42.  7.31 木 下　 和 夫 H  2.  4.  1 ～ H  8.  3.31

廣 田　 輝 雄 S42.  8.  1 ～ S46.  7.31 森 満　　 保 H  8.  4.  1 ～ H14.  3.31

外 山　 三 郎 S46.  8.  1 ～ S50.  7.31 松 尾　 壽 之 H14.  4.  1 ～ H15.  9.30

井 上　 由 扶 S50.  8.  1 ～ S56.  7.31

三 善　 正 市 S56.  8.  1 ～ S58.10.16

木 村　 正 雄 S58.10.16 ～ S58.11.30 （事務取扱）

遠 藤 　 　 尚 S58.12.  1 ～ H 元 .11.30

池 田 　 　 一 H 元 .12.  1 ～ H  7.11.30

二 神　 光 次 H  7.12.  1 ～ H13.11.30

藤 原　 宏 志 H13.12.  1 ～ H15.  9.30

宮崎大学
住吉　昭信　　　H15.10.1 ～ H21.9.30

職員数

歴代学長
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宮崎高等農林学校
（大正 13.9.25 設立）

宮崎農林専門学校
（昭和 19.4.1 改称）

宮崎県尋常師範学校
（明治 17.11.17 設立）

宮崎師範学校
（明治 31.4.1 改称）

宮崎師範学校（官立）
（昭和 18.4.1 統合改称）

農学部 農学科
林学科
畜産学科
獣医学科
農業化学科
水産学科（昭和 26.4.1 設置）

水産増殖学科（昭和 44.4.1 改組）

総合農学科（昭和 28.4.1 設置）

農業工学科（昭和 38.4.1 改組）

草地学科（昭和 46.4.1 設置）

学芸学部

教育学部
（昭和 41.4.1 改称）

宮崎県女子師範学校
（大正 15.4.1 分離独立）

（昭和 24.5.31 設置）

宮崎県実業補習学校　教員養成所
（大正 11.3.10 設立）

宮崎県青年学校教員養成所
（昭和 10.4.1 改称）

宮崎県青年師範学校（官立）
（昭和 19.4.1 改称）

宮崎県高等工業学校
（昭和 19.2.26 設立）

宮崎県工業専門学校
（昭和 19.8.29 改称）

旧宮崎大学

工学部

教育文化学部

（平成 11.4.1 改組）

大学院

別科

医学部

大学院

専攻科

附属図書館
保健管理センター（昭和 53.4.1 設置）

地域共同研究センター（平成 6.6.24 設置）

生涯学習教育研究センター（平成 7.4.1 設置）

機器分析センター（平成 7.4.1 設置） フロンティア科学実験総合センター（平成 15.4.1 設置）

フロンティア科学実験総合センター（平成 15.4.1 設置）

医学科（昭和 49.6.7 設置）

看護学科（平成 13.4.1 設置）

附属病院創設準備室（昭和 50.4.1 設置） 医学部附属病院
（昭和 52.4.18 設置）

（昭和 52.10.31 開院）

国立医科大学（宮崎県）
創設準備室（昭和 48.10.1 設置）

遺伝子実験施設（平成 9.4.1 設置）

附属図書館
保健管理センター（昭和 61.4.22 設置）

動物実験施設（昭和 55.4.1 設置）

実験実習機器センター（平成 6.5.20 設置）

医学研究科（博士課程）（昭和 55.4.1 設置）

医学研究科医科学専攻（修士課程）（平成 15.4.1 設置）

附属農場

獣医学科 獣医学科

木花フィールド（農場）
住吉フィールド（牧場）
田野フィールド（演習林）
延岡フィールド（水産実験所）

食料生産科学科（平成 12.4.1 改組）

生物環境科学科（平成 12.4.1 改組）

地域農業システム学科（平成 12.4.1 改組）

応用生物科学科（平成 12.4.1 改組）

附属自然共生フィールド
科学教育研究センター

（平成 13.4.1 設置）

農林生産学科（平成元 .4.1 改組）

生物資源利用学科（平成元 .4.1 改組）

動物生産学科（平成元 .4.1 改組）

学内農場
住吉牧場
田野演習林
串間演習林（大納・崎田　昭和 48.10.31 設置）

附属演習林

畜産別科（昭和 34.4.1 設置）

情報工学科 情報システム工学科（平成 11.4.1 改組）

材料物理工学科（平成 11.4.1 改組）

物質環境化学科（平成 11.4.1 改組）

機械工学科
工業化学科
土木工学科
電気工学科（昭和 36.4.1 設置）

電子工学科（昭和 61.4.1 設置）

応用物理学科（昭和 41.4.1 設置）

情報工学科（平成 2.4.1 設置）

農学専攻科（昭和 48.4.1 廃止）

教育専攻科（平成 6.4.1 廃止）

工学専攻科（昭和 51.4.1 廃止）

農学研究科（修士課程）（昭和 42.6.1 設置）

教育学研究科（修士課程）（平成 6.4.1 設置）

工学研究科（修士課程）（昭和 51.4.1 設置） 工学研究科（博士前期課程）（平成 8.4.1 改組）

工学研究科（博士後期課程）（平成 8.4.1 設置）

鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士後期課程）（昭和 63.4.1 構成大学として参加）

山口大学大学院連合獣医学研究科（博士課程）（平成 2.4.1 構成大学として参加）

物質工学科（平成 4.4.1 改組）

電気電子工学科（平成 4.4.1 改組）

土木環境工学科（平成 4.4.1 改組）

機械システム工学科（平成 4.4.1 改組）

附属小学校（昭和 26.4.1 設置）

附属中学校（昭和 26.4.1 設置）

附属幼稚園（昭和 42.6.1 設置）

附属教育実践研究指導センター（平成 3.4.12 設置）

附属教育実践総合センター（平成 14.4.1 改組）

2 年課程（昭和 39.3.31 廃止）

4 年課程

養護学校教員養成課程（昭和 44.4.1 設置）

幼稚園教員養成課程（昭和 49.4.1 設置）

特別教科（理科）教員養成課程（昭和 41.4.1 設置）

特別教科（音楽）教員養成課程（昭和 29.4.1 設置）

人文社会課程（平成元 .4.1 設置）

学校教育課程（平成 11.4.1 設置）

地域文化課程（平成 11.4.1 設置）

生活文化課程（平成 11.4.1 設置）

社会システム課程（平成 11.4.1 設置）

小学校教員養成課程（昭和 39.4.1 改称）

中学校教員養成課程（昭和 39.4.1 改称）

附属家畜病院（昭和 28.8.1 設置）

附属水産実験所（昭和 47.5.1 設置）

附属農業博物館（平成 10.4.9 設置）

（昭和 49.6.7 設置）旧宮崎医科大学

沿　革
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学校教育課程

地域文化課程

生活文化課程

社会システム課程

学校教育課程

地域文化課程

生活文化課程

社会システム課程

医学科

看護学科

附属病院

材料物理工学科

物質環境化学科

電気電子工学科

土木環境工学科

機械システム工学科

情報システム工学科

医学科

看護学科

附属病院

材料物理工学科

物質環境化学科

電気電子工学科

土木環境工学科

機械システム工学科

情報システム工学科

食料生産科学科

生物環境科学科

地域農業システム学科

応用生物科学科

獣医学科

食料生産科学科

生物環境科学科

地域農業システム学科

応用生物科学科

獣医学科

木花フィールド（農場）

住吉フィールド（牧場）

田野フィールド（演習林）

延岡フィールド（水産実験所）

附属自然共生フィールド

科学教育研究センター

附属家畜病院

附属農業博物館

木花フィールド（農場）

住吉フィールド（牧場）

田野フィールド（演習林）

延岡フィールド（水産実験所）

附属自然共生フィールド

科学教育研究センター

附属家畜病院

附属農業博物館

附属動物病院（平成 19.4.1 改称）

教育学研究科（修士課程）

医学研究科医科学専攻（修士課程）

医学研究科（博士課程）

工学研究科（博士前期課程）

工学研究科（博士後期課程）

農学研究科（修士課程）

鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士後期課程）

山口大学大学院連合獣医学研究科（博士課程）

教育学研究科（修士課程）

教育学研究科（専門職学位課程）（平成 20.4.1 設置）

医学系研究科（修士課程）（平成 17.4.1 改称）

医学系研究科（博士課程）（平成 17.4.1 改称）

工学研究科（博士前期課程）

工学研究科（博士後期課程）（平成 19.3.31 廃止）

農学研究科（修士課程）

農学工学総合研究科（博士後期課程）（平成 19.4.1 設置）

鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士後期課程）（平成 19.4.1 離脱）

山口大学大学院連合獣医学研究科（博士課程）

附属小学校

附属中学校

附属幼稚園

附属教育実践総合センター

附属教育実践総合センター

附属幼稚園

附属小学校

附属中学校

学校教育課程（平成 20.4.1 改組）

人間社会課程（平成 20.4.1 改組）
教育文化学部

医学部

工学部

農学部

大学院

畜産別科

安全衛生保健センター
（平成 17.4.1 改組）

情報化推進組織

情報戦略室（平成 19.8.1 設置）

情報支援センター（平成 19.11.1 設置）

産学連携支援センター
（平成 18.4.1 改組）

産学連携センター
（平成 19.4.1 改組）

教育研究・地域連携センター
（平成 19.4.1 改組）

別科

教育文化学部

医学部

工学部

農学部

大学院

別科 畜産別科

附属図書館・医学分館

保健管理センター

地域共同研究センター

生涯学習教育研究センター

フロンティア科学実験総合センター

総合情報処理センター（平成 15.10.1 設置）

大学教育研究企画センター（平成 15.10.1 設置）

附属図書館・医学分館

地域共同研究センター

生涯学習教育研究センター

フロンティア科学実験総合センター

総合情報処理センター

大学教育研究企画センター

国際連携センター（平成 18.4.1 設置）

保健管理センター

（平成 15.10.1 統合）新宮崎大学 （平成 16.4.1 法人化）国立大学法人宮崎大学

工学研究科（修士課程）（平成 19.4.1 改称）
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年月日 旧宮崎大学 旧宮崎医科大学
S24. 5.31 宮崎大学（農学部、学芸学部、工学部）の設置

7.18 第１回入学式挙行、授業開始

S26. 4. 1
学芸学部に附属小学校及び附属中学校を設置
農学部水産学科を設置

S28. 3. 8 開学記念式典挙行

3.10 第１回卒業式挙行

4. 1 農学部総合農学科を設置

8. 1 農学部附属家畜病院を設置

S29. 4. 1 学芸学部特別教科（音楽）教員養成課程を設置

S31. 4. 1 農学専攻科を設置し、修業期間を１年とした

S34. 4. 1
学芸専攻科、工業専攻科及び別科（畜産別科）を設置し、それぞれ
修業期間を１年とした

S36. 4. 1 工学部電気工学科を設置

S38. 4. 1 農学部総合農学科を改組し、農業工学科を設置

S39.3.31 学芸学部２年課程を廃止

4. 1
学芸学部４年課程第一部及び第二部をそれぞれ小学校教員養成課程
及び中学校教員養成課程に改称

S41. 4. 1
学芸学部を教育学部に改称
教育学部に特別教科（理科）教員養成課程、工学部に応用物理学科
を設置

S42. 6. 1
大学院農学研究科（修士課程）を設置
教育学部附属幼稚園を設置

S44. 4. 1
農学部水産学科を改組し、水産増殖学科を設置
教育学部養護学校教員養成課程を設置

S46. 4. 1 農学部草地学科を設置

S47. 5. 1 農学部附属水産実験所を設置

S48. 4. 1 農学専攻科を廃止

10.1 宮崎大学に「国立医科大学（宮崎県）創設準備室」を設置

10.31 串間演習林（大納・崎田）を設置

S49. 4. 1 教育学部幼稚園教員養成課程を設置

S49. 6. 7 宮崎医科大学の設置（国立医科大学（宮崎県）創設準備室を廃止）

7. 4 第１回入学式挙行

7.29 開学記念式典挙行

S50. 4. 1 附属病院創設準備室を設置

S51. 4. 1
大学院工学研究科（修士課程）を設置
工学専攻科を廃止

S52. 4.18 医学部附属病院を設置（附属病院創設準備室を廃止）

10.29 宮崎医科大学竣工・医学部附属病院開院記念祝典挙行

10.31 医学部附属病院開院（320 床）

S53. 4. 1 保健管理センターを設置

S54. 2. 7 医学部附属病院の病床が 120 床増床される（計 440 床）

5.31 宮崎大学創立 30 周年記念式典挙行

6. 1 医学部附属病院の病床が 160 床増床される（計 600 床）

8.10 文部省、宮崎大学の移転統合を正式に認可

12.27 農学部農業博物館を博物館相当施設として指定（文部省告示）

S55. 3.25 第１回卒業式挙行

4. 1
大学院医学研究科（博士課程）を設置
医学部附属動物実験施設を設置

S59. 6. 7 宮崎医科大学開学 10 周年記念式典挙行

11.19 農学部第１次移転完了

S60. 1.24 農学部第２次移転完了

S61. 3.18 事務局の移転完了

3.31 学生部及び保健管理センターの移転完了

4. 1 工学部電子工学科を設置

4.22 保健管理センターを設置

5.23 事務局・学生部移転記念式典挙行

9.13 工学部及び計算機・分析両センターの移転完了

S62. 8.31 附属図書館の移転完了

10.31 医学部附属病院開院 10 周年記念式典挙行

S63. 4. 1
鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士後期課程）が設置され、農
学部が構成大学として参加

5.25 医学部附属病院輸血部を設置

9. 7 教育学部の移転完了

H 元 . 4. 1
農学部改組
教育学部人文社会課程を設置

10. 1 計算機センターを情報処理センターに改称

沿革［年表］



39

11.11 移転完了記念式典・祝賀会挙行

H 2. 4. 1
工学部情報工学科を設置
山口大学大学院連合獣医学研究科（博士課程）が設置され、農学部
が構成大学として参加

6. 8 医学部附属病院救急部を設置

H 3. 4.12 教育学部附属教育実践研究指導センターを設置

H 4. 4. 1
工学部改組
地域交流センター（学内措置）を設置（後に地域共同研究センター、
生涯学習教育研究センターへ改組）

4.10 医学部附属病院集中治療部を設置

H 6. 4. 1
大学院教育学研究科（修士課程）を設置
教育専攻科を廃止

5.20
医学部附属実験実習機器センターを設置
医学部附属病院医療情報部を設置

6.24 地域共同研究センターを設置

10.29 宮崎医科大学開学 20 周年記念式典挙行

H 7. 4. 1
生涯学習教育研究センター及び機器分析センターを設置
分析センター廃止

H 8. 4. 1
大学院工学研究科（修士課程）を改組し、大学院工学研究科（博士
前期課程）を設置
大学院工学研究科（博士後期課程）を設置

医学部附属病院周産母子センターを設置

H 9. 4. 1 遺伝子実験施設を設置

11.14 医学部附属病院開院 20 周年記念式典挙行

H10. 4. 1 医学部附属病院病理部を設置

4. 9 農学部附属農業博物館を設置

H11. 4. 1
教育学部を改組し、教育文化学部に改称
工学部改組

情報処理センターを設置

5.28 宮崎大学創立 50 周年記念式典挙行

H12. 4. 1 農学部改組 医学部附属病院光学医療診療部を設置

H13. 4. 1
附属農場、附属演習林及び附属水産実験所を統合して、農学部附属
自然共生フィールド科学教育研究センターを設置

医学部看護学科を設置

6. 5 医学部看護学科開設記念式典挙行

12.14 総合研究棟を新築

H14. 4. 1
教育文化学部附属教育実践研究指導センターを附属教育実践総合セ
ンターに改組

医学部附属病院リハビリテーション部を設置

H15. 2.17 特定機能病院として承認

4. 1
フロンティア科学実験総合センターを設置
( 機器分析センター、遺伝子実験施設、アイソトープセンターを廃止 )

大学院医学研究科医科学専攻（修士課程）を設置
フロンティア科学実験総合センターを設置

（動物実験施設、実験実習機器センターを廃止）

年月日 宮崎大学

H15.10. 1

旧宮崎大学と旧宮崎医科大学が統合し、新「宮崎大学」設置

大学教育研究企画センター及び総合情報処理センターを設置

情報処理センターを廃止

H16. 3. 26
サテライト・オフィスを宮崎市中心部に設置

総合教育研究棟を新築（清武キャンパス）

4. 1 国立大学の法人化に伴い、法人の設置する宮崎大学となる

H17. 4. 1
保健管理センターを改組し、安全衛生保健センターを設置

大学院医学研究科を医学系研究科に改称し、看護学専攻（修士課程）を設置

H18. 4. 1
地域共同研究センターを改組し、産学連携支援センターを設置

国際連携センターを設置

H19. 4. 1

大学院工学研究科（博士後期課程）を廃止し、農学工学総合研究科（博士後期課程）を設置

鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士後期課程）から農学部が離脱

大学院工学研究科（博士前期課程）を大学院工学研究科（修士課程）に改称

生涯学習教育研究センターと大学教育研究企画センターを統合し、教育研究・地域連携センターを設置

産学連携支援センターを産学連携センターに改称

農学部附属家畜病院を農学部附属動物病院に改称

8. 1 情報戦略室を設置

11. 1 総合情報処理センターを廃止し、情報支援センターを設置

12.26 医学部附属病院歯科口腔外科橘通りクリニックを設置

H20. 4. 1

大学院教育学研究科（専門職学位課程）を設置

教育文化学部を改組

大学院医学系研究科（博士課程）を改組

医学部附属病院周産母子センターを改組し、医学部附属病院総合周産期母子医療センターを設置

11. 15 木花キャンパス移転 20 周年記念事業挙行

年月日 旧宮崎大学 旧宮崎医科大学
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学部 学科・課程 講座・コース

教育文化学部
学校教育課程

初等教育コース
中学校教育コース
特別支援教育コース

人間社会課程
言語文化コース
社会システムコース

医 　 学 　 部
医学科

基礎系医学講座
　解剖学　　　（分子細胞生物学，超微形態科学，神経生物学）
　機能制御学　（ 統合生理学，応用生理学，腫瘍生化学，機能生化学，薬理学，心理学，物理科学，物質科学）
　病理学　　　（構造機能病態学，腫瘍・再生病態学）
　感染症学　　（微生物学，寄生虫学）
　社会医学　　（ 衛生学，公衆衛生学，法医学，生命・医療倫理学，医療社会学，数理科学，英語，ドイツ語）

臨床系医学講座
　内科学　　　　（ 循環体液制御学，消化器血液学，神経呼吸内分泌代謝学，免疫感染病態学）
　外科学　　　　（腫瘍機能制御外科学，循環呼吸・総合外科学，泌尿器科学）
　臨床神経科学　（精神医学，脳神経外科学）
　生殖発達医学　（小児科学，産婦人科学）
　感覚運動医学　（ 整形外科学，皮膚科学，眼科学，耳鼻咽喉・頭頸部外科学， 顎顔面口腔外科学）
　病態解析医学　（放射線医学，麻酔生体管理学，救急・災害医学）

看護学科 基礎看護学，成人・老年看護学，小児・母性（助産専攻）看護学，地域・精神看護学

工 　 学 　 部

材料物理工学科 量子システム工学，材料開発工学，構造数理科学

物質環境化学科 機能物質化学，資源環境化学，生物物質化学

電気電子工学科 電子基礎工学，電子システム工学，電気エネルギー工学

土木環境工学科 建設構造，環境制御，環境計画

機械システム工学科 設計システム工学，エネルギーシステム工学

情報システム工学科 基礎情報科学，産業情報システム

農 　 学 　 部

食料生産科学科 植物生産科学，動物生産科学

生物環境科学科 水産科学，草地環境科学，森林科学

地域農業システム学科 地域農林システム学，生産環境システム学

応用生物科学科 生物機能科学，食品機能化学

獣医学科
獣医解剖学，獣医生理学，獣医薬理学，獣医病理学，獣医衛生学，獣医微生物学，獣医公衆衛生学，獣医外科学，
獣医臨床放射線学，獣医内科学，獣医臨床繁殖学

    

研究科 専攻 専修・分野・部門・講座・領域・コース
教育学研究科
（修士課程）

学校教育支援 教育臨床心理専修，日本語支援教育専修

教育学研究科
（専門職学位課程）

教育実践開発（教職大学院） 教育課程・学習開発コース，教科領域教育実践開発コース，生徒指導・教育相談コース，学校・学級経営コース

医学系研究科
（修士課程）

医科学

看護学
基盤看護学分野（システム看護学領域，地域生活看護学領域）
実践看護学分野（ストレス対処看護学領域，母子健康看護学領域）

医学系研究科
（博士課程）

医学
研究者育成コース
高度臨床医育成コース

工学研究科
（修士課程）

応用物理学 量子システム工学講座，材料開発工学講座，構造数理科学講座

物質環境化学 機能物質化学講座，資源環境化学講座，生物物質化学講座

電気電子工学 電子基礎工学講座，電子システム工学講座，電気エネルギー工学講座

土木環境工学 建設構造講座，環境制御講座，環境計画講座

機械システム工学 設計システム工学講座，エネルギーシステム工学講座

情報システム工学 基礎情報科学講座，産業情報システム講座

農学研究科
（修士課程）

生物生産科学 植物生産科学領域，動物生産科学領域

地域資源管理科学 農林資源計画学領域，生産環境工学領域

森林草地環境科学 森林科学領域，草地環境科学領域

水産科学 水産科学領域

応用生物科学 生物機能科学領域，食品機能化学領域

農学工学総合研究科
（博士後期課程）

資源環境科学 環境共生科学教育コース，持続生産科学教育コース

生物機能応用科学 生命機能科学教育コース，水域生物科学教育コース

物質・情報工学 新材料エネルギー工学教育コース，生産工学教育コース，数理情報工学教育コース

    

部局名 研究部門名 設置期間 寄附者
産学連携センター アジア地下水砒素汚染対策研究部門 平成 20 年 5 月 1 日～平成 22 年 4 月 30 日 （株）ソフィア

学部・大学院等

学　　部

大　学　院

寄 附 講 座
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         （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区分 総記 哲学・宗教 歴史・地理 社会科学 自然科学 工学・技術 産業 芸術・美術 言語 文学 合計

和 漢 書 17,423 19,920 28,804 96,884 73,476 50,931 34,421 19,090 11,304 28,187 380,440

洋 書 4,299 7,530 4,228 16,433 40,603 11,012 9,907 2,220 4,623 11,965 112,820

合 計 21,722 27,450 33,032 113,317 114,079 61,943 44,328 21,310 15,927 40,152 493,260

         （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区

分

基礎教育等（和洋） 専門教育等

合計
人文 社会 自然 外国語

保健

体育
その他 小計

基礎医学 臨床医学 看護学

和書 洋書 小計 和書 洋書 小計 和書 洋書 小計

蔵

書
6,602 4,727 7,701 4,803 458 700 24,991 12,017 23,115 35,132 19,817 37,296 57,113 3,940 452 4,392 121,628

    

区分
所蔵

本館 医学分館

和雑誌 8,956 1,361

洋雑誌 3,012 1,804

合計 11,968 3,165

 

 

区分 本館 医学分館

平日 9:00 ～ 20:00（17:00） 9:00 ～ 20:00（17:00）

土曜日 10:00 ～ 16:00 13:15 ～ 17:00

日曜日 13:00 ～ 17:00 13:15 ～ 17:00

（　）内は休業期間中の閉館時間  

 

休業期間中の土曜日・日曜日、国民の祝・休日、年末年始 (12/28-1/4)　　　　　　　　　     

※その他、臨時に開館時間の変更や休館を行う場合は掲示する。     

     （平成 20 年度）

区分 本館 医学分館

入館者（人）

　［うち学外者（人）］

205,324

［948］

140,365

［237］

貸出

人数（人） 冊数（冊） 人数（人） 冊数（冊）

学　生 14,284 28,982 7,299 11,613

教職員 1,457 8,382 892 1,526

学外者 375 1,093 70 148

合計 16,116 38,457 8,261 13,287

レファレンスサービス（件） 4,240 1,123

学外文献

複写

依頼（件） 2,355 3,425

受付（件） 1,941 3,905

附属図書館

蔵書構成（本館）

蔵書構成（医学分館）

雑誌情報

開館時間

休 館 日

利用状況
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診療科 病床数
入院 外来

延患者数 １日平均患者数 延患者数 １日平均患者数

第 一 内 科 50 16,792 46.0 16,227 66.8

第 二 内 科 40 14,009 38.4 10,466 43.1

膠原病・感染症内科 10 4,587 12.6 4,057 16.7

第 三 内 科 50 17,578 48.2 13,288 54.7

精 神 科 36 11,415 31.3 9,180 37.8

小 児 科 34 10,427 28.6 14,697 60.5

第 一 外 科 50 18,520 50.7 8,116 33.4

第 二 外 科 50 18,588 50.9 7,304 30.1

整 形 外 科 40 18,902 51.8 19,338 79.6

皮 膚 科 30 8,878 24.3 13,369 55.0

泌 尿 器 科 30 9,429 25.8 11,022 45.4

眼 科 26 10,842 29.7 17,037 70.1

耳 鼻 咽 喉 科 30 11,085 30.4 10,965 45.1

産 婦 人 科 58 19,141 52.4 11,273 46.4

放 射 線 科 22 1,988 5.4 3,971 16.3

麻 酔 科 6 1,206 3.3 4,287 17.6

脳 神 経 外 科 25 7,792 21.3 4,014 16.5

歯 科 口 腔 外 科 10 5,189 14.2 8,675 35.7

救 急 部 3 428 1.2 972 4.0

禁 煙 外 来 21 0.1

計 ※ 612 206,796 566.6 188,279 774.8

※共通病床等１２床含む。    

附属病院

平成 20 年度附属病院患者数

0

5

10

15

20

25

0

100

200

300

400

500

600

700

800
（万人）

入　院

外　来 （人）
入　院

外　来

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

182,770
172,654 173,154

201,874

182,770

201,062

172,654

203,474

173,154
180,997

208,024 206,796

180,997 188,279188,279

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

752.1

553.1

713.4

550.9

706.8

557.5

738.8
774,8

568.4 566.6

年 度 別 患 者 数

延患者数 1 日平均患者数
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       （平成 21 年 5 月 1 日現在）

学部 学科・課程
定員 現員

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計

教育文化学部

学校教育課程
150 500 155 160 104 119 538

人間社会課程
80 160

(1)

86

(2)

87

(3)

173

地域文化課程
60 40 37 77

生活文化課程
80 43

(1)

45

(1)

88

社会システム課程
120

(2)

61 76

(2)

137

計
230 920

(1)

241

(2)

247

(2)

248

(1)

277

(6)

1,013

医学部

医学科
105 605 113 103 120 103 96 92 627

看護学科
｛10｝

60

｛20｝

240 62 63 68 72 265

計
｛10｝

165

｛20｝

845 175 166 188 175 96 92 892

工学部

材料物理工学科
49 196 54 52 54 70 230

物質環境化学科
68 272 71 71 69 80 291

電気電子工学科
88 352

(2)

96 90

(2)

95

(1)

127

(5)

408

土木環境工学科
58 232 59

(1)

59 59 95

(1)

272

機械システム工学科
49 196

(1)

52

(1)

54 52

(2)

73

(4)

231

情報システム工学科
58 232

(1)

64 62 60

(1)

86

(2)

272

計
｛10｝

370

｛20｝

1,480

(4)

396

(2)

388

(2)

389

(4)

531

(12)

1,704

農学部

食料生産科学科
60 240 61 60 66 67 254

生物環境科学科
65 260 66

(1)

70

(1)

74 72

(2)

282

地域農業システム学科
55 220 60 58 64 61 243

応用生物科学科
55 220 55 59 56 62 232

獣医学科
30 180 32

(1)

32 32 31 33 37

(1)

197

計
265 1,120 274

(2)

279

(1)

292 293 33 37

(3)

1,208

合計
｛20｝

1,030

｛40｝

4,365

(5)

1,086

(6)

1,080

(5)

1,117

(5)

1,276 129 129

(21)

4,817

（　）内は外国人留学生で内数
｛　｝内は第３年次編入学定員分で外数

学生・生徒・児童及び園児数

１. 学　　部
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    （平成 21 年 5 月 1 日現在）

研究科 専攻
定員 現員

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 計

教育学研究科

学校教育支援専攻 10 20
(1)

8
(3)
17

(4)
25

学校教育専攻 6 6

教科教育専攻 1 1

計 10 20
(1)

8
(3)
24

(4)
32

医学系研究科

医科学専攻 15 30 8
(1)
13

(1)
21

看護学専攻 10 20 9 14 23

計 25 50 17
(1)
27

(1)
44

工 学 研 究 科

応用物理学専攻 15 30 16 15 31

物質環境化学専攻 21 42 26 27 53

電気電子工学専攻 27 54
(1)
36 35

(1)
71

土木環境工学専攻 18 36
(3)
15

(1)
11

(4)
26

機械システム工学専攻 15 30
(1)
20

(1)
17

(2)
37

情報システム工学専攻 18 36
(3)
19 18

(3)
37

計 114 228
(8)

132
(2)

123
(10)
255

農 学 研 究 科

生物生産科学専攻 16 32 16 15 31
地域資源管理科学専攻 12 24 6 8 14

森林草地環境科学専攻 10 20
(2)
10 8

(2)
18

水産科学専攻 10 20 13
(1)
11

(1)
24

応用生物科学専攻 20 40 20
(1)
23

(1)
43

計 68 136
(2)
65

(2)
65

(4)
130

合計 217 434
(11)
222

(8)
239

(19)
461

　（　）内は外国人留学生で内数

（平成 21 年 5 月 1 日現在）

研究科 専攻
定員 現員

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計

医 学 系 研 究 科

医学 20 40 18
(1)
20

(1)
38

細胞・器官系 20 6 23 29

生体制御系 24 1
(1)
18

(2)
38

(3)
57

生体防衛機構系 8 1 3 4

環境生態系 8 1 1 2

計 20 100 18
(1)
21

(1)
26

(2)
65

(4)
130

農 学 工 学
総 合 研 究 科

資源環境科学 4 12
(9)
21

(2)
11

(4)
14

(15)
46

生物機能応用科学 4 12
(1)

1
(3)

7 2
(4)
10

物質・情報工学 8 24
(1)

3
(2)

7 4
(3)
14

計 16 48
(11)

25
(7)
25

(4)
20

(22)
70

工 学 研 究 科

物質エネルギー工学 3 3

システム工学 (2)
7

(2)
7

計 (2)
10

(2)
10

鹿 児 島 大 学 大 学 院
連 合 農 学 研 究 科

生物生産科学 ※ 2 2

生物資源利用科学 1 1

生物環境保全科学

水産資源科学 1 1

計 3 1 4
山 口 大 学 大 学 院
連 合 獣 医 学 研 究 科 獣医学

12 48
(2)

4 1
(1)

4
(1)

8
(4)
17

（　）内は外国人留学生で内数        
※平成 19 年度から農学工学総合研究科の設置に伴い、鹿児島大学大学院連合農学研究科を離脱し、入学者の募集を停止した。

２. 大学院（修士課程）

３. 大学院（博士後期課程・博士課程）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 21 年 5 月 1 日現在）

研究科 専攻
定員 現員

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 計

教育学研究科
教職実践開発

（教職大学院）
28 56 20 26 46

 

別科 専修 定員 現員

畜産別科 畜産専修 4 5

学部・研究科 科目等履修生 研究生

学部
　教育文化学部 8 10

　医学部

　工学部 3 2

　農学部 2

大学院
　教育学研究科 1

　医学系研究科

　工学研究科

　農学研究科 1

合計 13 14

         （平成 21 年 5 月 1 日現在）

附属幼稚園

区分
定員 現員

学級数
3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計

2 年保育 ー 50 50 100 ー 47 45 92

計 5 学級3 年保育 20 20 20 60 20 19 20 59

計 20 70 70 160 20 66 65 151

４. 専門職大学院（専門職学位課程）

６. 科目等履修生・研究生

７. 附属学校

附属小学校

学校区分
定員 現員

学級数
入学定員 収容定員 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計

普通学級 120 720 118 117 119 113 118 107 692
各学年 3 学級

計 18 学級

特別支援学級 8 24 2 3 2 2 1 1 11
計 3 学級

1.2年、3.4年、5.6年

計 128 744 120 120 121 115 119 108 703

附属中学校

学校区分
定員 現員

学級数
入学定員 収容定員 1 年 2 年 3 年 計

普通学級 160 480 160 159 157 476
各学年 4 学級

計 12 学級

特別支援学級 8 24 6 3 5 14
各学年 1 学級

計 3 学級

計 168 504 166 162 162 490

５. 別　　科
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学部 学科・課程 入学定員
志願者 入学者

男 女 計 男 女 計

教
育
文
化
学
部

学校教育課程

初等教育コース
75 118 228 346 28 48 76

中
学
校
教
育
コ
ー
ス

国語専攻 6

60

9 9 18 3 3 6

社会専攻 7 24 6 30 5 2 7

数学専攻 9 41 13 54 9 1 10

理科専攻 8 30 13 43 5 3 8

音楽専攻 5 0 12 12 0 5 5

美術専攻 4 3 5 8 2 4 6

保健体育専攻 7 22 9 31 5 3 8

技術専攻 4 9 2 11 3 1 4

家庭専攻 4 0 21 21 0 4 4

英語専攻 6 34 32 66 5 1 6

特別支援教育コース 15 7 56 63 0 15 15

人間社会課程
言語文化コース

15
80

20
(1)
42

(1)
62 5 10 15

社会システムコース
65

(2)
196 142

(2)
338

(1)
36 35

(1)
71

計
230

(2)
513

(1)
590

(3)
1,103

(1)
106 135

(1)
241

医
学
部

医学科
105

(1)
362

(1)
189

(2)
551 70 36 106

看護学科
60 32 206 238 9 53 62

計
165

(1)
394

(1)
395

(2)
789 79 89 168

工
学
部

材料物理工学科
49 315 18 333 52 2 54

物質環境化学科
68

(1)
259

(1)
125

(2)
384 49 22 71

電気電子工学科
88

(2)
310 12

(2)
322

(2)
92 4

(2)
96

土木環境工学科
58 309

(1)
36

(1)
345 52 7 59

機械システム工学科
49

(4)
295 8

(4)
303

(1)
51 1

(1)
52

情報システム工学科
58

(1)
238 24

(1)
262

(1)
58 6

(1)
64

計
370

(8)
1,726

(2)
223

(10)
1,949

(4)
354 42

(4)
396

農
学
部

食料生産科学科
60 140 191 331 28 33 61

生物環境科学科
65

(1)
203 122

(1)
325 41 25 66

地域農業システム学科
55 147 65 212 41 19 60

応用生物科学科
55 109

(1)
111

(1)
220 28 27 55

獣医学科
30

(2)
112 124

(2)
236 14 18 32

計
265

(3)
711

(1)
613

(4)
1,324 152 122 274

合　計
1,030

(14)
3,344

(5)
1,821

(19)
5,165

(5)
691 388

(5)
1,079

（　）内は外国人留学生で内数         

平成 21 年度入学状況

１. 学　　部
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研究科 入学定員

志願者 入学者

男 女 計 男 女 計

教育学研究科（修士）
10 6

(2)

14

(2)

20 3

(1)

5

(1)

8

教育学研究科（専門職学位）
28 14 13 27 11 9 20

医学系研究科（修士）医科学
15 6 3 9 5 3 8

医学系研究科（修士）看護学
10 2 10 12 2 7 9

医学系研究科（博士）
20 9 8 17 9 8 17

工学研究科（修士）
114

(4)

157

(3)

9

(7)

166

(2)

121

(3)

8

(5)

129

農学研究科（修士）
68 64

(1)

18

(1)

82 51

(1)

14

(1)

65

農学工学総合研究科（博士後期）
16

(3)

11

(2)

5

(5)

16

(3)

10

(2)

5

(5)

15

計
281

(7)

269

(8)

80

(15)

349

(5)

212

(7)

59

(12)

271

（　）内は外国人留学生で内数      

      

別科 入学定員
志願者 入学者

男 女 計 男 女 計

畜産別科 4 7 0 7 5 0 5

２. 大　学　院

３. 別　　科

九州・沖縄

その他の地域

その他

合計

919 人

149 人

11 人

1,079 人

沖縄 5 人

東北 1 人

関東 30 人
中部 31 人

近畿 27 人
中国 41 人

四国 16 人

宮崎 397 人鹿児島 131 人

熊本 105 人
大分 54 人

福岡 113 人

佐賀 28 人

長崎 86 人

北海道 3 人

出身高校所在地域別内訳
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学部 学科・課程
平成 20 年度
卒 業 者 数

全卒業者数 備考

教 育 学 部

２年課程　第１部 1,050
昭和 39 年廃止

２年課程　第２部 267

小学校教員養成課程 4,782

中学校教員養成課程 2,812

養護学校教員養成課程 486

幼稚園教員養成課程 602

特別教科（理科）教員養成課程 612

特別教科（音楽）教員養成課程 984

人文社会課程 676

計 12,271

教育文化学部

学校教育課程 110 756

地域文化課程 31 206 平成 11 年教育学部を改組

生活文化課程 43 290

社会システム課程 61 400

計 245 1,652

医 　 学 　 部

医学科 102 2,881

看護学科 74 331

計 176 3,212

工 　 学 　 部

機械工学科 1,428

工業化学科 1,297

土木工学科 1,577

電気工学科 1,191

電子工学科 231

応用物理学科 921

物質工学科 708
平成４年機械工学科、工業化学科、土木工
学科、電気工学科、電子工学科、応用物理
学科を改組

情報工学科 316

材料物理工学科 37 292

物質環境化学科 64 454

電気電子工学科 80 1,218

土木環境工学科 50 743
平成 11 年物質工学科、情報工学科を改組

機械システム工学科 47 678

情報システム工学科 57 358

計 335 11,412

農 　 学 　 部

農学部　第１部 50
昭和 28 年廃止

農学部　第２部 52

農学科 1,285

林学科 1,081

畜産学科 1,068

獣医学科 32 1,536

農業化学科 1,304

水産学科 292

水産増殖学科 626 昭和 44 年水産学科を改組

総合農学科 302

農業工学科 922 昭和 38 年総合農学科を改組

草地学科 331

農林生産学科 1,265 平成元年農学科、林学科、畜産学科、農業
化学科、水産増殖学科、農業工学科、草地
学科を改組

生物資源利用学科 625

動物生産学科 785

食料生産科学科 65 364
平成 12 年農林生産学科、生物資源利用学
科、動物生産学科を改組

生物環境科学科 72 391

地域農業システム学科 61 305

応用生物科学科 59 324

計 289 12,908

合　計 1,045 41,455

外国人留学生を含む

卒業者・修了者数

１. 学　　部
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研究科 平成 20 年度修了者数 全修了者数 備考

教育学研究科（修士） 30 477

医学系研究科（修士） 21 75

医学系研究科（博士） 10 339

工学研究科（修士） 131 2,126

工学研究科（後期） 6 89 平成 18 年度をもって廃止

農学研究科（修士） 93 1,661

合計 291 4,767

研究科 平成 20 年度修了者数 全修了者数 備考

教育学研究科（専門職学位） 4 4

   

研究科 全修了者数 備考

教育専攻科 119 平成 6 年度をもって廃止

工学専攻科 30 昭和 51 年度をもって廃止

農学専攻科 50 昭和 48 年度をもって廃止

合計 199

  

研究科 平成 20 年度修了者数 全修了者数 備考

畜産別科 7 293

    

   （平成 21 年 3 月 31 日現在） 　　　　　　　　　　　　　　　　

区分
課程博士 論文博士

平成 20 年度 累計 平成 20 年度 累計

医学系研究科 10 340 11 201

工学研究科 8 102 0 5

    

２. 大　学　院

３. 専　攻　科

博士の学位授与者数

４. 別　　科

※専門職大学院
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     （平成 21 年 5 月 1 日現在）

区分 卒業者数 進学者数 就職者数
就職先内訳

その他
県内 県外

教育文化学部 245（136） 17（  9） 187（107） 70（40） 117（  67） 41（20）

医学部 176（  97） 3（  0） 67（  54） 27（19） 40（  35） 106（43）

工学部 335（  32） 136（  8） 187（  23） 43（  7） 144（  16） 12（  1）

農学部 289（114） 80（16） 179（  89） 39（20） 140（  69） 30（  9）

合計 1,045（379） 236（33） 620（273） 179（86） 441（187） 189（73）

（　）内は女子で内数。外国人留学生を含む。      
その他：臨床研修医、研究生、就職活動中、公務員（教員）試験等準備、海外留学、未就職者等を計上。    

■産業別就職状況     （平成 21 年 5 月 1 日現在）

区分 教育文化学部 医学部 工学部 農学部 合計

農業・林業 1（    1） 11（    6） 12（    7）
漁業   
鉱業・採石業・砂利採取業
建設業 1（    0） 15（    2） 4（    1） 20（    3）
製造業 8（    4） 91（    9） 44（  23） 143（  36）
電気・ガス・熱供給・水道業  5（    0） 5（    0）
情報通信業 12（    6） 28（    3） 4（    2） 44（  11）
運輸業・郵便業 11（    4） 4（    0） 4（    0） 19（    4）
卸売業・小売業 13（  12） 5（    1） 21（  12） 39（  25）
金融業・保険業 23（  16）  4（    1） 19（    8） 46（  25）
不動産業・物品賃貸業 1（    0）  1（    0）
学術研究・専門・技術サービス業 12（    3） 12（    8） 24（  11）
宿泊業・飲食サービス業 6（    4） 1（    0） 2（    0） 9（    4）
生活関連サービス業・娯楽業 1（    0）  1（    0）
教育・学習支援業 68（  46） 3（    0） 4（    2） 75（  48）
医療・福祉 5（    4） 67（  54） 3（    1） 1（    1） 76（  60）
複合サービス事業 3（    0） 3（    0） 23（    9） 29（    9）
サービス業 15（    6）  15（    7） 30（  13）
公務 20（    5） 9（    1） 14（    9） 43（  15）
その他  3（    1） 1（    1） 4（    2）

合計 187（107） 67（  54） 187（  23） 179（  89） 620（273）

（　）内は女子で内数      

　◇（修士・博士前期）課程     （平成 21 年 5 月 1 日現在）

区分 修了者数 進学者数 就職者数
就職先内訳

その他
県内 県外

教育学研究科 34（20） 0 32（18） 26（12） 6（  6） 2（2）

医学系研究科 21（16） 4（4） 17（12） 11（  9） 6（  3） 0

工学研究科 131（11） 2（0） 129（11） 18（  0） 111（11） 0

農学研究科 93（40） 9（3） 82（35） 16（  6） 66（29） 2（2）

合計 279（87） 15（7） 260（76） 71（27） 189（49） 4（4）

            

　◇（博士後期・一貫）課程                                 （平成 21 年 5 月 1 日現在）        

区分 修了者数 就職者数
就職先内訳

その他
県内 県外

医学系研究科 10（4） 10（4） 10（4） 0 0

工学研究科 6（0） 6（0） 2（0） 4（0） 0

合計 16（4） 16（4） 12（4） 4（0） 0

（　）内は女子で内数。外国人留学生を含む。
その他：研究生、就職活動中、公務員（教員）試験等準備、海外留学、未就職者等を計上。

平成 20 年度就職状況

１. 学　　部

２. 大　学　院
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■産業別就職状況     （平成 21 年 5 月 1 日現在）

区分 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 農学研究科 合計

農業・林業 4（  0） 4（  0）
漁業
建設業  3（  0） 1（  1） 4（  1）
製造業 1（  1） 96（  8） 18（  5） 115（14）
電気・ガス・熱供給・水道業  1（  0） 1（  1） 2（  1）
情報通信業 3（  2）  13（  1） 6（  4） 22（  7）
運輸業・郵便業  2（  0） 1（  0） 3（  0）
卸売業・小売業  1（  0） 18（  5） 19（  5）
金融業・保険業
不動産業・物品賃貸業 1（  1）  1（  1）
学術研究・専門・技術サービス業 11（  2） 1（  0） 12（  2）
宿泊業・飲食サービス業
生活関連サービス業・娯楽業 3（  0） 3（  0）
教育・学習支援業 25（13） 8（  4） 3（  0） 5（  1） 41（18）
医療・福祉 1（  1） 15（10）  2（  2） 18（13）
複合サービス事業 2（  1） 2（  1）
サービス業  1（  0） 4（  4） 5（  4）
公務 1（  0） 4（  0） 14（  9） 19（  9）
その他 4（  2）  2（  2） 6（  4）

合計 32（18） 27（16） 135（11） 82（35） 276（80）

（　）内は女子で内数      

      （平成 21 年 2 月 1 日現在）

区分 在学生数

日本学生支援機構
その他の

奨学団体

合計

（単位：人）

在学生に

対する割合一種
二種

（きぼう 21 プラン）
（うち併用者）

学部

教育文化学部 1,013 196 383 (  40) 22 561 55.4

医学部 895 136 328 (  56) 33 441 49.3

工学部 1,646 279 595 (  59) 35 850 51.6

農学部 1,222 216 427 (  53) 31 621 50.8

計 4,776 827 1,733 (208) 121 2,473 51.8

大学院

教育学研究科 80 26 6 (    1) 1 32 40.0

医学系研究科 162 18 5 (    1) 0 22 13.6

工学研究科 275 128 47 (  10) 6 171 62.2

農学研究科 158 83 22 (    5) 1 101 63.9

農学工学総合研究科 38 13 0 (    0) 1 14 36.8

計 713 268 80 (  17) 9 340 47.7

合　　計 5,489 1,095 1,813 (225) 130 2,813 51.2

※ その他の奨学団体の人数は、大学に推薦依頼があり、採用された奨学生のみで、学生が直接奨学団体に応募して採用された者は含まない。また、留学生は含まない。

奨学生状況

進学

■ 進路状況（学部） ■ 進路状況（大学院）

276人

15人4人

就職

その他

進学

就職

その他

236人189人

620人
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          （平成 21 年 5 月 1 日現在）

国・地域名

学部 大学院 研究生 特別聴講学生

合計
国費

政府

派遣
私費 国費

政府

派遣
私費 国費

政府

派遣
私費 国費

政府

派遣
私費

ネパール 1 4 5

バングラディシュ 1 1

ミャンマー 1 1

マレーシア 4 2 1 1 8

インドネシア 2 9 1 12

韓国 1 1 4 6

ベトナム 1 1 1 3

中国 13 2 17 3 35

中国（台湾） 3 1 4

エジプト 3 1 4

セネガル 1 1

エチオピア 2 2

シエラレオネ 1 1

アメリカ 1 1 2

ブラジル 1 1

計 4 17 10 1 41 1 5 7 86

             

区分 派遣国・地域名 大学名 平成 20 年度派遣留学生

交流協定校への留学

韓国 嶺南大学校 1

韓国 順天大学校 1

中国 上海交通大学 1

台湾 東呉大学 2

国際交流

１. 外国人留学生数

２. 海外派遣留学生
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      （平成 20 年度）

　　　　　　　 教育文化学部 医学部 工学部 農学部
産学連携
センター

フロンティア
科学実験総合

センター

教育研究・
地域連携
センター

合計

インド 2 2 1 1 6
ネパール 1 1 2
バングラデシュ 3 1 1 5
ミャンマー 1 1
タイ 17 17
インドネシア 2 26 4 32
韓国 1 26 27
ベトナム 2 1 3
中国 1 2 14 1 18
中国（台湾） 2 2
シリア 1 1
ヨルダン 1 1
アフガニスタン 2 2
エジプト 1 1
オーストラリア 2 2
カナダ 2 2
アメリカ 16 2 1 19
ブラジル 1 1
イギリス 1 1
ベルギー 1 1
ドイツ 1 1

合　計 20 34 32 26 6 1 26 145

    

■大学間交流協定    

国・地域名 大学等 学術交流協定締結年月日 学生交流覚書締結年月日

韓国 嶺南大学校 昭和62.  2.  8 平成 17.11.28
スロベニア リュブリァナ大学 昭和62.  9.30 平成 20.  4.  8
韓国 順天大学校 平成 元 .11. 21 平成   7.  8.22
中国 南京農業大学 平成  2.11.28 平成 17.11.  2
タイ カセサート大学 平成  4.  9. 4 平成 20.10.14

タイ プリンス・オブ・ソンクラ大学 平成  7.12. 11
平成 17.  3.   1
※（医学部のみ）

中国 上海交通大学 平成 11.12. 21 平成 18.  9.   1

    

■部局間交流協定    

国・地域名 大学・部局等 学術交流協定締結年月日 学生交流覚書締結年月日 締結部局

アメリカ エヴァーグリーン州立大学 昭和 61.  7.15 教育文化学部
ニュージーランド オタゴ大学 平成 20.  5.  5 昭和 62.  2.10 〃
中国（台湾） 東呉大学外国語文学院 平成 16.  9.  6 〃
中国（台湾） 国立政治大学 平成 21.  3.23 平成 21.  3.23 〃
中国 温州医学院 平成 12.  3.  8 医 学 部
中国（台湾） 国立成功大学医学院 平成 13.  3.16 〃
中国 延辺大学医学院 平成 15.  2.12 〃
アメリカ カリフォルニア大学アーバイン校医学部 平成 17.  7.  1 〃
ポーランド シュフィトクジスキー・アカデミー 平成   5.  2.  1 工 学 部
インドネシア ブラウィジャヤ大学工学部 平成 16.  4.  5 平成 17.  9.26 〃
フィリピン セントラル・ルソン国立大学 昭和 63.  1.12 平成 19.10.  1 農 学 部
タイ チュラロンコン大学獣医学部 昭和 63.  1.26 平成   8.  4.12 〃
イギリス スターリング大学養殖研究所 平成   2.  8.23 〃
インドネシア ボゴール農科大学 平成   4.  8.31 平成   9.  9.  9 〃
中国 中国農業大学 平成   6.10.22 平成 19.  6.25 〃
インドネシア ハサヌディン大学 平成   7.  2.  6 平成 19.  7.  2 〃
フィリピン フィリピン大学ロス・バニョス校 平成   8.  3.25 平成 18.  3.  3 〃
オーストラリア メルボルン大学獣医学部 平成 10.11.  2 〃

タイ
キング・モンクット工科大学
生物資源技術学部

平成 11.  7.21 〃

アルゼンチン ブエノスアイレス大学農学部 平成 13.  1.11 平成 18.  3.  3 〃
モンゴル モンゴル国立農業大学 平成 15.10.17 平成 20.  9.12 〃
ベトナム ハノイ農業大学 平成 17.  5.30 平成 17.  5.30 〃
中国 青海大学畜牧獣医科学院 平成 17.  8.29 平成 17.  8.29 〃
ネパール トリブバン大学中央図書館 平成 20.  3.  3 附 属 図 書 館

３. 外国人研究者受入状況

４. 外国の大学等との交流一覧

国・地域名

受入部局

（平成 21 年 4 月 1 日現在）
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講座等の名称 実施期間
開講

回数

総時

間数
受講対象

受講

者数
実施場所

日本語教師養成講座 4/19～11/15 20 回 40 一般 20 教育学部L414

源氏物語～初音巻を読む～ 5/17～3/7 15 回 22.5 現職教員・一般 45 教育研究・地域連携センター

親子でお芋を育てて食べてみよう 5/18～12/21 5 回 10 小学生以下家族 38 木花フィールド

薗田潤子・早野慎吾の上手な話し方講座 6/1～7/20 7 回 14 一般 14 カリーノ宮崎8階

臨床神経学講座脳神経外科学講座開講

30 周年記念市民公開講座　Do you 脳？
7/19 1 回 3 一般 429

市民プラザ

オルブライトホール

第 7 回　みやざき夏期大学 8/5～8/8 4 回 8 一般 60 ＪＡ・ＡＺＭホール

「こころの健康－知っておきたいこころの

問題と処方箋－」
7/22～7/29 5 回 10 一般 150 ＪＡ・ＡＺＭホール

住吉フィールド　公開講座

乳牛とふれ合ってみよう !!
7/30～8/27 2 回 6

小学校高学年

 （4 年生）以上
12 住吉フィールド

農場を利用した楽しい野菜栽培 7/28～2/23 8 回 12 一般・宮崎大学学生 29 木花フィールド

キッズ　外科手術体験セミナー 8/2 1 回 4 中学生 31 医学部総合教育研究棟

資格取得支援講座（Ⅰ） 

公害防止管理者について学ぶ講座
8/2～9/20 4 回 24 一般・宮崎大学学生 34 工学部　講義室A116号室

高校生のための数学講座 8/17 1 回 5 高校生 14 宮崎市民文化ホール大会議室

第 3 種電気主任技術者試験受験対策講習会 8/6 1 回 6.3 高校生 14 工学部　B210教室

あなたが作る美味しい野菜 9/4～12/18 6 回 15 一般・宮崎大学学生 12 木花フィールド

看護師が行う呼吸理学療法・集中ケア 11/8～11/9 2 回 10.5 看護職者 74 医学部総合教育研究棟

化学物質の安全な取り扱い方 10/25～11/15 4 回 12 一般・宮崎大学学生 13 工学部　B203教室

シニア　ライフプランセミナー 11/11～12/3 10 回 15 50 代以上の中高年の方 20 教育研究・地域連携センター

エンジョイ・ライフ！

果樹・花木との上手なつきあいかた
11/19～2/25 7 回 14 一般・宮崎大学学生 18 木花フィールド

資格取得支援講座（Ⅱ） 

環境計量士について学ぶ講座
12/6～12/23 4 回 24 一般・宮崎大学学生 5 工学部　B203教室

「耳の日」講演会＆相談会 3/8 1 回 3 一般 103 カリーノ宮崎8階

平成 20 年度公開講座実施状況

●本学による公開講座
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●決算額     単位：円

収入 支出

運営費交付金 10,201,720,883
業務費

教育研究経費 8,533,714,865

施設整備費補助金 982,226,994 診療経費 13,725,761,864

施設整備資金貸付金償還時補助金 0 一般管理費 3,310,117,948

預かり補助金収入 130,036,000 施設整備費 3,091,019,994

自己収入

授業料及び入学金検定料収入 3,042,204,306 預かり補助金経費 130,036,000

附属病院収入 12,731,986,682
産学連携等研究費

及び寄附金事業

費等

寄附金事業経費 317,877,893

財産処分収入 0 受託研究等経費 620,149,167

雑収入 296,842,914 受託事業等経費 163,563,376

産学連携等研究収

入及び寄附金収入

等

寄附金収入 441,023,153 版権及び特許料等収入 4,597,126

受託研究等収入 650,747,636 長期借入金償還金 1,051,530,661

受託事業等収入 175,756,538 国立大学財務・経営センター施設費納付金 0

版権及び特許料等収入 4,010,421

引当金取崩 0

長期借入金収入 2,183,637,000

承継剰余金 15,000,000

目的積立金取崩 916,440,346

合計 31,771,632,873 合計 30,948,368,894

   

●科学研究費補助金採択状況       （平成 20 年度）

研究種目 採択件数 金額（千円）

特定領域研究 6 52,700

新学術領域研究 1 11,310

基盤研究（Ｓ） 1 20,020

基盤研究（Ｂ） 19 116,610

基盤研究（Ｃ） 83 137,531

挑戦的萌芽研究 16 21,500

若手研究（Ａ） 1 3,380

若手研究（Ｂ） 42 71,760

若手研究（スタートアップ） 5 8,697

特別研究員奨励費 11 9,800

奨励研究 3 1,660

計 188 454,968

平成 20 年度経理状況

■ 収入 ■ 支出

運営費交付金

施設整備費補助金

自己収入

預かり補助金収入

産学連携等研究収入
及び寄附金収入等
長期借入金収入

目的積立金取崩

承継剰余金

一般管理費

業務費

施設整備費

預かり補助金経費

産学連携等研究費
及び寄附金事業費等

長期借入金償還金

10.7％

3.1％
0.4％

10.0％

0.4％
3.6％ 3.4％

71.9％

32.1％

50.6％

4.0％

6.9％ 2.9％
0.0％
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●その他の競争的資金等   　　　　　　　　　　　　　　　   （平成 20 年度）

経費 件数 金額（千円）

大学等連携支援事業 1 2,000

国公私立大学を通じた大学教育改革の支援（ＧＰ） 1 43,109

（千円） （件）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度
0
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件数金額（千円）

●科学研究費補助金受入状況

（千円） （件）

0
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●受託研究受入状況
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196 188
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●共同研究実施状況
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●寄附金受入状況
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※平成16年度～平成18年度は奨励研究・研究成果公開促進費を除く
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60
54

134,232
1,065
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●大学会館   
建物名称 階別 室　　名 用途等

大学会館

地下１ 売店 文房具・書籍・日用品等購買

1
食堂・就職情報資料室・ホール 食堂（830 席）・資料室・ホール

軽食堂 喫茶・食事（72 席）

2

学務部長室

教務課

学生支援課

3

共通教育部長室

会議室

学生なんでも相談室

キャリアアドバイザー室

共通教育部

作業室兼会議室

倉庫

●学生寄宿舎及び国際交流宿舎   　

　　　　　　　　　　　　　　　　区分

名称
構　　造 入居定員（名）

男子寄宿舎 鉄筋 5 階建 100

女子寄宿舎 鉄筋 5 階建 100

国際交流宿舎 鉄骨鉄筋 8 階建 167

国際交流宿舎Ⅱ 鉄筋 4 階建 8

農学部住吉寄宿舎 木造平屋 20

合　　計 395

●体育施設・課外活動施設 

◇木花キャンパス 

施設名 種目

体育館（武道場）
体操・バスケットボール・バレーボール・バドミントン・ハンドボール・卓球

柔道・剣道・空手道・合気道・少林寺拳法等

陸上競技場（400 ｍ） 陸上競技

テニスコート（ハード・クレイ） テニス・ソストテニス

運動場 硬式野球・ソフトボール・ラグビー・サッカー・アメリカンフットボール

プール（50 ｍ） 水泳

馬場（厩舎） 馬術

弓道場 弓道

課外活動共用施設
体育系・文化系サークル共用室

文化系（音系）サークル共用室

◇清武キャンパス

施設名 種目

多目的グラウンド 陸上競技・準硬式野球

球技コート サッカー・ラグビー

テニスコート（ハード・クレイ） テニス・ソストテニス

体育館 バレーボール・卓球・バスケットボール・バドミントン等

プール（50 ｍ） 水泳

武道場 柔道・剣道・空手

弓道場 弓道

（福利棟内）

音楽鑑賞室

和室

文化系クラブ及び学生の集会等

学生関係施設
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区　　分 土地（㎡）
建　　物（㎡）

備　　考
建面積 延面積

［木花地区］ 839,592 40,301 112,037 ※安全衛生保健センターを含む

　事務局 941 3,209 

　中央機械棟 430 430 

　門衛所 64 64 

　大学会館 1,483 3,362 

　体育館・器具庫 3,190 3,617 

　教育文化学部 8,354 25,150 ※附属教育実践総合センターを含む

　工学部 7,001 22,288 

　農学部 9,582 30,303 

　　農学部 5,750 25,095 

　　農学部附属自然共生フィールド科学 2,258 2,615 

　　教育研究センター木花フィールド（農場）

　　附属動物病院 1,157 1,835 

　　附属農業博物館 417 758 

　附属図書館 778,523 1,829 4,977 

　産学連携センター 1,178 2,013 

　　機器分析支援部門 385 1,114 

　教育研究・地域連携センター 467 819 

　フロンティア科学実験総合センター 382 1,510 

　　遺伝資源分野

　フロンティア科学実験総合センター 311 367 

　　ＲＩ分野　ＲＩ木花分室

　情報戦略室・情報支援センター 662 1,254 

　総合研究棟 750 1,421 

　寄宿舎 931 3,691 

　国際交流宿舎 771 4,185 

　課外活動施設 1,114 1,840 

　実験排水処理施設 226 173 

　農学部水田 61,069 250 250 

［清武地区］

　医学部 224,316 36,876 118,290 

　　医学部事務部・ 11,076 34,593 

　　フロンティア科学実験総合センター等

　　医学部附属病院 23,047 　73,489 ※現在改修中の増築部分を含む

　　附属図書館医学分館 854 1,715 

　　総合教育研究棟 1,899 8,493 

［花殿・船塚地区］ 65,295 9,478 16,808 

　教育文化学部附属幼稚園
21,797 

1,058 913 

　木犀会館 132 132 

　教育文化学部附属小学校 39,980 3,613 7,162 

　教育文化学部附属中学校 3,916 7,310 

　特別支援学級 3,518 759 1,291 

［その他］

　農学部附属自然共生フィールド科学 6,694,881 7,307 8,471 

　教育研究センター

　　住吉フィールド（牧場） 500,680 5,958 6,412 

　　田野フィールド（演習林） 6,188,097 716 990

　　延岡フィールド（水産実験所） 6,104 633 1,069 

　職員宿舎 32,250 4,538 18,424 

　　職員宿舎（四） 1,295 360 1,800 

　　職員宿舎（五） 1,360 232 232 

　　木原新職員宿舎 10,706 1,464 7,330 

　　木原職員宿舎 10,494 1,261 4,178 

　　西新町職員宿舎 8,395 1,221 4,884 

　保育施設（くすの木保育園） 973 252 225 （木原職員宿舎敷地内）

計 7,857,307 98,752 274,255 

土地・建物
（平成 21 年 5 月 1 日現在）



●木花キャンパス　　　　　　　　　　　　　　 　0985-58-7111（番号案内）

名称 所在地 電話番号

事務局 0985(58)2854

教育文化学部 0985(58)2889

　附属教育実践総合センター 0985(58)5287

工学部 0985(58)2871

農学部

〒889-2192　宮崎市学園木花台西１丁目１番地

0985(58)2875

　附属自然共生フィールド科学教育研究センター

　　木花フィールド（農場） 0985(58)7154

　附属動物病院 0985(58)7286

　附属農業博物館 0985(58)2898

附属図書館 0985(58)7147

産学連携センター 0985(58)4017

　機器分析支援部門 0985(58)7144

教育研究・地域連携センター 0985(58)7427

フロンティア科学実験総合センター

　遺伝資源分野　 0985(58)7580

　ＲＩ分野　ＲＩ木花分室 0985(58)2877

国際連携センター 0985(58)7781

安全衛生保健センター 0985(58)3423

情報戦略室・情報支援センター 0985(58)2867

  

●清武キャンパス 　　　　　　　　　　　　　　 　0985-85-1510（代表） 

名称 所在地 電話番号

医学部 0985(85)1510

　附属病院 0985(85)1510

附属図書館医学分館

〒889-1692　宮崎郡清武町大字木原5200番地

0985(85)9198

フロンティア科学実験総合センター

　生理活性物質探索分野 0985(85)9427

　生体機能制御分野 0985(85)3127

　生命環境科学分野 0985(85)0871

　生物資源分野　 0985(85)2971

　分子形態・機能解析分野 0985(85)1784

　ＲＩ分野　ＲＩ清武分室 0985(85)1514

安全衛生保健センター分室 0985(85)2392

清武Athenaサポート室（清武） 0985(85)1252

●教育文化学部  

名称 所在地 電話番号

附属幼稚園 〒880-0031　宮崎市船塚１丁目１番地 0985(24)6707

附属小学校 〒880-0026　宮崎市花殿町7番49号 0985(24)6706

附属中学校 〒880-0026　宮崎市花殿町7番67号 0985(25)1122

●農学部  

名称 所在地 電話番号

附属自然共生フィールド科学教育研究センター

　住吉フィールド（牧場） 〒880-0121　宮崎市大字島之内10100－１ 0985(39)1034

　田野フィールド（演習林）（田野地区） 〒889-1702　宮崎市田野町乙11300 0985(86)0036

　　（大納地区） 〒888-0221　串間市大字大納字平原1885
連絡先0987(76)2107

松下広幸方

　　（崎田地区） 〒888-0009　串間市大字崎田字名切4270

　延岡フィールド（水産実験所） 〒889-0517　延岡市赤水町376－ 6 0982(37)0327

●その他

名称 所在地 電話番号

サテライト・オフィス 〒880-0805　宮崎市橘通東4－ －18 カリーノ宮崎8階 090(9074)6487

医学部附属病院歯科口腔外科橘通りクリニック 〒880-8586　宮崎市橘通西3-10-32ボンベルタ橘東館8階 0985(65)6480

くすの木保育園 〒889-1601　宮崎郡清武町大字木原5600番地 0985(84)2211

施設所在地

  

2

宮崎大学長

住 吉 昭 信

　平成15年10月旧宮崎大学と旧宮崎医科大

学は人的・知的・物的資源を結集し、機能を

補い合って、教育・研究の質的向上と活性化

を図るために統合し、平成16年4月には法人

化され、国立大学法人宮崎大学になりました。

そして「世界を視野に、地域から始めよう」

のスローガンのもと、21世紀を展望しつつ知

の継承、創造の殿堂として、活気と魅力に溢

れた学風と個性輝くキャンパスを築き、地域

との連携を密にして、宮崎の文化と風格を高

め、併せて地域の産業・経済界の発展に寄与すると共に、世界に羽ばたくことを目指し

ています。

　大学の基本的機能は、教育・研究を通して社会に貢献できる有能な人材の育成と知

の創造で、それらを通して地域社会、ひいては世界に貢献することであります。

　宮崎大学では、学生が卒業する時、真に応用力があり、社会で役に立つ知識・技術、

すなわち「学士力」が身に付くよう、より良い教育の実施を目指して不断に努力し、教

育改革にも取り組んでいます。

　宮崎県の産業・経済の発展・活性化には、基本産業である農林水産業、畜産業は元

より工業の振興を図る必要があります。「食の安心・安全」の確保、機能性食品の開発、

環境に配慮した農業畜産廃棄物などのリサイクル、など幾多の問題に正面から取り組

んでいます。宮崎県に必要な人材を育成、輩出するために平成19年4月には、「宮崎大

学大学院農学工学総合研究科（博士後期課程）」を創設しましたし、平成20年4月には、

学校現場で通用する即戦力をも備えたスクールリーダーを養成するための教職大学院

を開設しました。今、獣医学科の改革・存続に取り組んでいます。

　宮崎大学医学部附属病院は、宮崎県唯一の特定機能病院として、宮崎県民の医療、

福祉に貢献するために努力しております。平成18年から老朽化した病院の再整備に取

り組んでおり、目下外来診療棟を建設中であります。この一連の再整備が完了しますと

宮崎県の最先端医療を担うに相応しい病院に生まれ変わります。宮崎県の医師不足を

解消するために、医学科学生の地域推薦枠の増員や地域医療連携室を設けるなどして

対応しております。

　このように宮崎大学は現状に満足することなく、不断に大学の改革を続けながら教

育研究を活性化し、医師養成機能と病院機能を充実し、地域社会や時代の要請に応え

る大学を目指しています。

男子寄宿舎 0985(58)5005

清武Athenaサポート室（木花） 0985(58)7508

女子寄宿舎 0985(58)4701

国際交流宿舎 0985(58)5000

宮
崎
大
学
の
現
状






